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本部会では、まず学習指導要領の 目標 ・内容を分析 し、小単元の基礎 ・基本 を具体化 した。

次に、基礎 ・基本の定着を図 るための教材選定の視 点を明確 に し、教材 の配列の順序、教

材 を構成 してい く手順(教 材構成 までの流れ)を 図に表 した。 そ して、 この教材構成 図をも

とに して、基礎 ・基本を定着 させ るための指導計画 を作成 した。

また、児童の変容 を適切な場面で見取 るために、評価規準表及 び評価計画表を小単元 ご と

に作成す るとともに、座席表や、学習後の振 り返 りカー ドな どを活用 して的確に児童の学習

状況 を把握 し、指 導 と評価の一体化 を図 ることを 目指 した。

1全 体研究主題について

1全 体研究主題

社会科学習における基礎 ・基本の確実な定着を図る教材の構成と評価の工夫1

2全 体研究主題設定の理 由

社会科の学習で身 に付 けるべ きことを明確に し、それ らの事項を一人一人の児童に確

実に定着 させ ることが求 められ ている。

昨年度、小学校社会部会では 「基礎 ・基本の確実な定着 を図るための教材の開発 と構

成」 をテーマ に して研究 に取 り組 んでい る。基礎 ・基本 を確実 に定着 させ るためには、

教材 の配列 を工夫 して学習活動を組み立てる とともに、 目標 に到達 したか どうか を適切

に見取 るための明確な規準 を設 け評価す るこ とが重要である。そ こで今年度は、昨年度

の成果の上に立って、教材の構成 にっいての研究 をさらに深 めるとともに、評価 を視 野

に入 れ、指導 と評価の一体化 を図るこ とを目指 し、上記の主題 を設定 した。なお、本研

究主題でい う 「教材」 とは、学習において児童が活用す る具体的な教材を指 してい る。
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II研究の内容

〈中学年分科会〉

〈中学年分科会研究主題〉

地域 とかかわる子 どもを育てる教材の構成と評価の工夫

1中 学 年分 科 会 主 題 設 定 の 理 由

(1)中 学年における基礎 ・基本を どうとらえるか

本分科会では、基礎 ・基本 を決定す るに際 して 『小学校学習指導要領』(以 下 「学習指導

要領 」 とす る。)の 第3学 年及 び第4学 年の 目標 と内容 をよ りどころ とした。 目標や内容 の

分析 をする といずれ も 「自分た ちの住んでいる地域社会 〈市(区 、町、村)や 県(都 、道、

府 〉の特色 を理解 す ること」 「地域社会 の一員 としての 自覚や地域社会に対す る誇 りと愛情

をもつ こと」 「資料活用能力や表現力及び社会的事象 につ いて考える力 を育成す ること」 を

重視 している。

そ こで、本分科会では、上記三っのキー ワー ドを中学年 の社会科学習の基礎 ・基本 ととら

えることに した。

(2)「 地域 とかかわ る子 ども」 とは

中学年の社会科 では地域社会の事象 を教材 として取 り上げ、地域の事象や人々 とのかかわ

りを通 して学んでい くことが大切 である。 しか し、児童の実態 をみ ると、必ず しも地域の事

象や人 々と十分にかかわってい るとは言えない。 む しろ、その関係は希薄になっている様子

も伺 われる。そ こで、 中学年 の社会科学習においては 「地域 とのかかわ り」を学習 の中核に

位置付 けることが必要 である と考えた。

一方、「学習指 導要領」 において は、各学年の 目標 は 「理解」 「能力」 「態度」の視 点か ら

構成 されている。 したが って、中学年で身に付 けることが期待 され る上記の三つのキー ワー

ドで示 され る基礎 ・基本 にっいて考 える際 にも 「理解」 「能力」「態度」 の視点か ら考 えて

い く必要がある。

本分科会では、上記 の三つのキー ワー ドで示 され る基礎 ・基本を身 に付 けた児童像を 「地

域 とかかわ る子 ども」ととらえた。す なわ ち、社会科の学習 を通 して地域 のよさが分か り(理

解)、 地域 につい て問題意識 をもって調べ考 え(能 力)、 地域 に対 して 自覚 ・誇 り ・愛情 と

いった思いをもつ(態 度)よ うになるこ とが中学年 における基礎 ・基本を身に付 けた状態 で

あると考えた。 そ して、 これ らを一体 として身 に付 けた児童像を 「地域 とかかわる子 ども」

と表現することに した。

(3)な ぜ 「教材 の構成」 と 「評価の工夫」なのか

限 られた時間の中で基礎 ・基本 の確実な定着を図るためには、適切 に教材 を構成 し、学習

活動を組み立てるための視点 と手順 を明確 にする必要がある。 また、児童の学習状況か らそ

れ らの教材や学習 活動 の有効性を確 かめた り、基礎 ・基本 の定着の状況 を把握 し次 の指導に

生か した りす るためには、評価の工夫が必要 になる。

以上の ことを踏 まえ、本分科会 では上記 の研 究主題 を設定 した。
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中学年分科会 研究構想図

教育改革 の流れ
・豊かな入間性や社会性、
国際社会に生きる日本

人としての自覚の育成
・自ら学び、自ら考える
力の育成
・基礎 ・基本の確実な定

着及び個性を生かす教
育の充実
・特色ある学校づくり

・生 る力の

社会科教育の課題
・調べて考える社会科へ

。指導内容の厳選と選択
・基礎 ・基本の定着

全体研究主題
社会科学習における基礎・基本の確実な定着を図
る教材の構成と評価の工夫

中学年分科会研究主題
地域とかかわる子どもを育てる

教材の構成と評価の工夫

研究のねらい

(1)基礎 ・基本の確実な定着を図るための教材
構成の手順や方法を明らかにする。

(2)目標の実現状況を把握 し次の指導に生かす、
「指導と評価の一体化」を図るための工夫を

す る。

ム の 一

学習指導要領

第3学 年及び
4の ・内嶽

児 童 の 実 態
・体験的な学習を好む

。
・調べ るところから考 え

るところまで発展 しに

くい。
・地域や人 とのかかわ り

が い

教 師 の願 い

地域の よさが分かり、

地域にっいて問題意識を

もって調べ考え、地域に

対す る自覚 ・誇 り・愛情

といった思いをもつよう

になってほしい

の
の の工

く仮説i>

◎次の工夫をすることで、基礎 ・基本の確実な定着を図る

教材の構成の手順と視点を明らかにすることができるので
はないか。

ア 人々の願いや思いの見える教材、地域のよさや特色の

分かる教材を選定する。
イ 学習指導要領でおさえた基礎 ・基本から教材の構成ま
での流れを教材構成図として表し、構成図をもとに基礎
・基本を定着させる指導計画を作成する。
ウ 児童が問題意識を持続できるように教材や学習活動を

工 し に に ・ける

'の 工

<仮 説2>

◎次の工夫をすることで、指導と評価の一体化が図れるの

ではないか。

ア 評価規準を明確にし、指導針画の中に評価の計画も位

置付けていく。

イ ー人一人の児童についての指導と評価の状況を記録

し、児童の思考の変容を見取り、指導に生かす。

ウ 児童の自己評価を取り入れ、児童が自分の思考の変容

を自覚することができるようにする。

研 の

◆学習指導要領に基づいて、「地域社会の特色を

解すること」 「地域社会の一員 としての自覚や地域

社会に対する誇りと愛情をもつこと」「資料活用能力

や表現力及び社会的事象にっいて考える力を育成す

ること」を中学年の基礎 ・基本ととらえる。

◆学習指導要領でおさえた基礎 ・基本をさらに小単

＼

團
◆人々の思いや願いが見える

教材、地域のよさや特色の分か

教材を選定する。

◆教材や学習活動を、問題意識を

持続できるように工夫して学習過

程に位置付ける。

H

⇒ 羅 親成響 して運=」

と

◆教師による評価

◎ 「指導 ・評価計画表」を活用し、
単元全体を通して4観 点の評価をする。

@r座 席表」「学習の紀録」などの補助簿を
活用し児童の学習状況や思考の変容を見取

国 蛾綴 灘 購
程レベルでの具体的な評価規準を作成する。
◆児童による評価
◎自己評価を活用し、自分の思考の

変容を自覚する。

∠ で
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2 研究の内容

(1) <仮 説1>教 材の構戒の工夫

ア 教材の選定の視点

教材 を選 定す る視点 として、次の二点 を考えた。

・人々の思いや願 いの見 える教材 ・地域 の よさや特色の分かる教材

社会の事象 には必ず人がかかわっている。そ のよ うな人 々の思 いや願 いの見 える教材 を

取 り上げ るこ とは、学習 を単なる施設調べや資料調べ に終 わらせず、社会の事象 にかかわ

る人々への共感的な理解 を促 した り親近感 をもたせた りしなが ら地域への理解 を深める上

で重要であ ると考えた。

また、地域 にかかわる多種多様 な社会事象 の中か ら地域 のよさや特色 を取 り上げ ること

は、地域に対 して肯定的で前向きなイメージを児童に もたせるた めに有効であ ると考 えた。

これ らの ことか ら、教材 を選定する際に上記 の視点が重要であると考 えた。

イ 「教材構成図」を活用した指導計画の作成 `

学習指導要領 でお さえた基礎 ・基本 か ら教材 の構成までの流れ を一覧で きるよ うに下記

のよ うな図を作成 した。

「教材構成 図」の作成 によ り、基礎 ・基本 と学習活動のつなが りが明確 にな り、基礎 ・

基本 を定着 させ るための指導計画を作成す ることがで きると考える。また、教材構成 の手

順 を具体化するこ とは、単元 の指導計画 を作成す る際 にも有効であると考 える。

<「 教材構成図」例 3年 「学校 のまわ りの様子」 〉

ら

学習指導要領でおさえた
基礎 ・蕊本

本小単元で身に付けさせたい
蕊礎 ・基本

教材の構成

"

1選 定した教材
1

問題意壕を鐙続 させる学習緒動の計画

註
1

1

＼

＼

痙 欄 即 拡大北 一 ・
oつ かむ

・自分の家やよく知っている場所を思い出すり(ア〕
・学桟を中心として四方位を破認する.〔ウ}
・三団小の周りを3つ のコースに分けて級察 ・屑査に行き噂絵地
図作りをする。〔イ、エ.オ.キ)

・学校のwり の地械の特色の
ある地形、土地利用の様子、
主な公興窟股などの協所と働
8.交 通の様子などに関心を
もち.激 欲的に調べようとする
.

。自分が生活する身近な地域

の特色や良さについて考えよ
うと†る.

関か 意敏・鰍1

地域のよさについて関心を
濃める二とができる。 F-・ 昭 肋 駆 域舶 魍 ㈲ イ

屋上から孚校の周りを観顕する活動 ウ 1三 蹴 報 卿 はどん塀 肋 だ・う・1

O国 ぺる

・最初の観桑で奥味をもった場所や、絵地図作 りで困oた ことを

幽し合い、膵しく口ぺ直したいコースを決める.〔オ、キ〕
塵 麟 騨 ・鋤 周りを窒く恩考 ・判断

・学校の周りの地域の様子に
ついて間翅置識をもち.孝 翌
の見通しをもって邉究 ・解決
する。

・調べたことをもとに.身 近な地域
の様子は場所によって違
いがあることを考える●

h

学校の周 りの様子の追究を通
して、地賊の特色やm所
による違いについて考える
ことができる. 厘嚇 職鵬職 ツ

. ・もう一度団地の近くの斎店街を見たいな.
:・公園の栂所が思い出せなくて園ったな.

・選んだコース毎にグループに分かれ、2度 目の観縦 ・厨査に行く
.〔 カ)
・2度 の鳳寮 ・羽聾をiと に、コース毎に絵地図を作成する.
{キ.ク.ケ 〕

0ま とめる

'自労たちが観察 ・W査 したコースについて発表し合 う。〔ケコ〕

※自然の搬子、お店などの搬子、公団 ・児9館 などの公共巌設.家
や阻物の様子.道 路の様子の5つ の視点で発衷する。

張コース自慢ベス ト5を決めて発表する.(サ}

グループ毎に2度 目の観索 ・口査を行う活
動で得た情盤 力

「技能 ・穀現

学校の周 りの橡子を観蟻調査
し、絵地図に寂現するこ
とができる.

、

'

9

・学校の周りの地域の特色あi

る地形.士 地利用の様子、主3

講 雛笠蝦
教師が準惚 した特徴のある場所の写耳 キ

7

1聰醐 肌 た顎 ク ・Aa一 スには大きな適りがあってトヲックが多い.
・8コ ースは団短とマンションとお店が多い.
●Cコースには磁があって、その上は繰が多い.

。観察や田き取り図査などの

紐県を,主 な地図紀号や四方

筆鰭鑛膿欝雑地図

`

椿 目嚇 倣 後に蹴 発讐 ..

O深 める
・コース係の共通点や相違点を見つける.{シ)
・3一 ス毎にふさわしい名前を付け、柵所によっては違いがある

ことについて考えるgcシ,

細綬 ・理解
観察しaし たコース毎に作成した絵塊図

コ身近な晩壊の特色ある均形し土地利
用の様子、主な公典

億謹などのm所 と働 き.交
通の様子などが分かる. ・赤塚の高台と三囲の平塩の

犠子、自子川 ・焔 ・腔宅地 ・醗店
の樺子.公 園 ・児童館の
m所 と働き.主 な遵踏の様子
などが分かる。

6
「

コース録に発衷し合うことによって褐た惰

1報 サ

・A,一 スは新大宮バイパスや首郡高連があるから
r車いつばいコース」がいいな。
・Bコ ースは 「団題とお店コース」だね●
・Cコ ースは百段階段の上の高台からの眺めがいい

から 「いい景色コース」かな.

1●一ス鰍 職 園を舗 攣 ......

(
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「教材構成図」は、次のような手順 で作成 した。

① 学習指導要領 に基づいて基礎 ・基本をお さえる。

② 小単元のね らいや地域の実態等に即 して、小単元で身に付 け させたい基礎 ・基本を明確

にする。

③ 基礎 ・基本に即 して考 え得 る教材や学習活動 を挙げる。

④ ③の中か ら適切な教材 を選定する。(教 材の選定の視点について 「イ」で後述)

⑤ 選定 した教材 をもとに、児童の問題意識が持続するように工夫 して指導計画 を作成する。

(学習過程に位置付 ける際の留意点について 「ウ」で後述)

ウ 学習過程 に教材 を位置付 ける際の留意点

選定 した教材 を学習過程 に位置付ける際 の留意 点 として、児童 が問題意識 を持続で きるよ

うに配慮するこ とが必要である と考えた。

そ こで、単元全体を通 して児童が問題 意識 を持続できるよ うに、各学習過程に児童の関心

を喚起 した り活動 を促 した りす るよ うな教材や学習活動 を工夫 して位置付 けるよ うに した。

(2)<仮 説2>評 価の工夫

ア 「評価 規準一覧表」「指導 ・評価計画表」の作成 ～評価規準 を明確にする～

(ア)「評価規準一覧表」

基礎 ・基本 の定着の状況 を把握す る手だて として、 「評価規準一覧表」を作成 し、学習過

程 に沿 って評価規準を一覧で きるよ うに した。

まず 、小単元の基礎 ・基本 に基づいて評 価規準を作成す る。 次に、小単元の評価規準を学

習過程 レベル に具体化す るとともに、いつ、 どのよ うな場面で、何を評価す るかを明確にす

る。 これ を学習に生かすこ とができるよ うに一っ の表にま とめた ものが 「評価規準一覧表」

で ある。(p.6参 照)

(イ)「指導 ・評価計画表」

小単元 を通 して評価の時期 ・方法 を分か りやす くす るために 「評価規準一覧表」の評価 規

準 を指導計画に位置付 けた 「指導 ・評価計 画表」 を作成 した。

作成 に際 しては、毎時間の主な学習内容 、学習活動、観点 ごとの評価 規準、評価方法を表

の 中に書 き入れ る。その際、 「関心 ・意欲 ・態度 」 「思考 ・判断 」「技能 ・表現」 「知識 ・

理解 」の4観 点 を、小単元 を通 して評価で きるよ うに位置付 けた。(p,11参 照)

イ 教 師による評価 ～ 「補助簿」を活用 して児童 の思考の変容 を見取 る～

ワー クシー トでは把握 できない、毎時間 の児童の反応 ・つぶや き ・発言を記録するための

表 簿 を作成 し、「補助簿」 とした。本分科会では 「補助簿」 として下記 の二つ を考えた。

(ア)「座席表」

記入のための基本的な枠は座席表 を用い ることに した。授 業中や授業の直後 に短時間で記

録す るには、名前を探す時間が名簿 よりも短 くてすむ と考えたか らである。 「座席表」には

本時 のね らいを記入 してお き、教師が常にね らいを意識で きるように してお く。そ して、授

業 中や授業終了直後 に、その時間に印象に残 った児童の反応 ・発言 ・つぶや きをメモ してお

く。 記入す る際、全員の記録 をす るこ とは無理があるので、特に印象 に残った事項 を記録す
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るにとどめ、記入できなかった児童については、次時以降、意識 して学習の様子 を観察 し、評

価 してい くよ うに した。(p.7参 照)

〈 「評価規準一覧表」例3年 「学校のまわ りの様子」 〉

観点→ 関心 ・意欲 ・態度 思考 ・判断 技能 ・表現 知職 ・理解

関① 学校のまわりの地城 思① 学校のまわりの地域 技① 学校のまわりの地域 知① 身近な地域の特色あ

小 の特色ある地形、土地利用 の様子にっいて問題意識を の特色ある地形、土地利用 る地形、土地利用の様子、

単 の様子、おもな公共施設な もち、学習の見通 しをもっ の様子、おもな公共施設な 主な公共施設などの場所と
元 どの場所 と働き、交通の様 て問題を追究 ・解決する。 どの場所と働き、交通の様 働き、交通の様子などが分

レ 子などに関心をもち、意欲 子などを観察、調査して具 か る。

べ 的に調べようとする。 体的に調べる。

ノレ 関②自分が生活する身近な 思② 調ぺたことをもと
の 地城の特色やよさにっいて に、身近な地域の様子は場 技② 観察や聞き取り調査
評 考えようとする。 所によって違いがあること などの結果を、主な地図記

価 を考え、適切に判断する。 号や四方位などを用いた簡
規 単な絵地図や平面地図に表
準 現する。

つ 評 関① 学校のまわ りで見つ 思① 学校のまわりの様子 技① 観察したことを観点

学 か価 けた疑問や調べたい場所に について調べたいことを決 にそってメモすることがで
む規 ついて 「発見カー ド」に書 め、学習の見通 しをもつ こ き る。
習 i 準 いた り発表 したりす ること とが で きる。
r がで き る。

過 4 場 一回目の観察 ・調査活動のメモを整理したり発表したりする場面。
時面 (発 言 ・ワー ク シ ー ト)

程 評 関① 自分が調べたいコー 思① 絵地図を完成させる技① 百段階段付近の土地 知① 自分が調べたコース
調価 スを決め、意欲的に調べよ ために調べ直したいところ の高低差、住宅や商店の場 が平らか坂道か、畑や区民
レ 規 う とす る。 を決め、学習の見通しをも 所、三園通 り・新大宮バイ 農園の存在、住宅や商店の
べ 準 つ こ とがで き る。 パスの様子を具体的に調べ 存在、公園や児童館の場所、
べ る こ とが で き る。 三園通 りと新大宮バイパス

る の場所などが分かる。

ル 場 調べる目的別に、グループごとに二度 目の観察 ・調査に行く場面。
面 (行 動 観 察 ・ワー クシ ー ト)

で 評 関① 自分が鯛ぺたコース 技② 三園小学校 ・氷川神 知① 自分が調ぺたコース

価 の絵地図を工夫 して作ろう 社 ・三園郵便局 ・住宅 ・商 が学校の場所と比べて高い
の 規 とす る。 店 ・畑等を、簡単な地図記 か低いか、住宅や商店が多

準 号や四方位を用いた絵地図 い中に畑や区民農園が散在

評 に表現することができる。 している様子、公園や児童

5 館の場所 と様子、新大宮パ

価 1 イパ スと三園通 りの様子な

t どが分かる。

規 a 場 二度目の観察 ・調査をもとに、学校のまわりの様子を絵地図に表す場面。

時面 (ワ ー ク シー ト ・絵 地 図)

準ま評 関① 作った絵地図につい 思② 調べたことや作った 技② 作成した絵地図を分 知① 赤塚の高台や学校周
と価 て、進んで発表す ることが 絵地図をもとに、三園小学 かりやすく発表することが 辺の平地の様子、住宅 ・商
め 規 で き る。 校のまわりの様子は場所に で き る。 店 ・畑や区民農園の場所と

る 準 よっては違いがあることを 様子、しらさぎ児菰館の場

i 関②三園小学校のまわりの 考えることができる。 所と働き、三園通 りや新大

1 地域の特色やよさについて 宮'{イノ{スの 場 所 と特 色 、 西 高

～

1

考えようとする。 島平駅の場所等が分かる。

2 場 作った絵地図をもとに、「コースのまわりの様子にっいて分かったこと」 と 「コースの自慢ベス ト5」 について

時 面 発 表 し合 う場 面。(発 表 ・ワー ク シ ー ト)

深評 思② それぞれのコースに

め価 合った名前を付け、場所に

る規 よっては違いがあることを

1 準 考えることができる。

3 場 コースにぴったりの名前を付けて発表 し合う場面。
時 面 (発 表 ・ワー ク シ ー ト)
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〈 「座席表」例4年 「地形の特色 を生かす ～山地 に くらす人 々～ 」 〉

A児 E児

籔磁轍 器
匿 山地 の写葉の山移ろ

うも、.E

ノ

凹児

織と台地 でnどち

著瓢
の山働,で いるの

熱澱轡
櫨 の肋 ユが 多、・.

臨 u児
=ム婚兇えな、"ど

台地:15齢 融 硬 え
る。

曾地罐 講
いかもしれな・㌔

下児

駄藩
/

凹児

納 踊 一輔 切 亡
く.台地1調㍗、㌔

R児 Y+,@

く児

毬勘蛾 噸.な

矯 鞍榊 「

G児 κ児 ⑪0児韓
臨4ビ・曜 舳 ・曝,角
けεムや一轍 の い.

曾。色が惣 鴛
よこワれているみ船 ㌧

w児

轟臨 敵購
、 、・

"児

⑨低地
と台鴬加 どらら

慨"が 疹、・帆

L児

鳶繍 継
池a山 で団ヨれτ唖

a

PS@,
'

丁児
■

メ児

(イ)「学習の記録」

児童の思考 の変容を継続 的に記録す るための用紙 を 「学習 の記録」 として作成 した。 この

用紙 は児童の名簿 と指導計画に位置付けた評価規準 を組み合 わせて作ったものであ る。授業

終 了後 に 「座席表」に残 ったメモや、 ワー クシー トの記述 をも とに児童 の発言や記述 を継続

的 に記録 していく。 この 「学習の記録」 をもとに最終的な評価 を行 う。

「座席表 」 「学習 の記録 」な どの 「補助簿」の記 録 をも とに して一人一人の児童の学習の

状況 をで きる限 り多面的に把握 し、指導 に生か してい くよ うにす る。

ウ 児童 による評価 ～ 自己評価 ～

本分科会では、教師に よる評価 とともに、児童に よる 自己評価 も重要である と考 えた。児

童 自身 が学習の内容や 自分め思考の変容 をきちん と振 り返 り、 自分の学習状況 を自覚す るこ

とで、基礎 ・基本 の定着

〈 「自己評価 カー ド」例4年 「六郷用水を開 く」 〉 がよ り確実になるのでは

ないか と考えたか らであ
(気 門 け 、1、2)グ ルー プ

ま とめ方 で工夫 した ことは、何 です か?る ・

具体的には、 ノー トや

ワークシー トに分かった

ことや疑問を書 くとい う

六郷用水 を作 った小 泉次 大夫 や農 民た ちの苦 労や 工 方法で行った
。夫

・努力 が伝 わ った と思 います か?( ◎)
また、発表会な どを行で きた◎ ま あま あOふ つ うロ も う少 し△

った場合等には別途 「自

蚤 錨 忌灘乱騰 騰
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3奥 践事例4年 「六郷用水を開 く」

(1)小 単元における基礎 ・基本

基 で 学
礎 お 習
・さ指

基 え 導
本 た 要
_領

態 度 能 力 理 解

関心 ・意欲 思考 ・判断 技能 ・表現 知識 ・理解

・弐ム(六 郷用水開削

工事に携わった小泉

次大夫や農民たち)

の工夫 ・努力等に対

する関心をもつ。

・地域社会に対する誇

りと愛情をもつ。

・先ムの働きから学習

問題を見いだす。

・学習問題を追究 ・解

決していく過程を通

して、地域の生活向

上について考える。

・用水開削の先ムの働き

を、用水跡の見学 ・調

査、地域の専門家など

の話をもとに調べる。

・分かったことを工夫し

て、年表などにまとめ

る。

・地域の人々の生活向上に尽

くした先ムの願いや工夫 ・

努力 ・苦心を理解する。

・地域の宝として六郷用水を

残 したいとい う住民の願い

が関係者の努力によって実

現したことを知る。

内 容
t7

基 け 小
礎 さ 単
・ せ 元

基 た で
本 い 身

に
付

※ 本小単元における先人とは、大田区の六郷用水開削工事に携わった小泉次大夫や農民を示す。

(2)小 単元の 目標

六郷用水の開削工事に携 わった先人の働 きに関心 をもち、工事の苦労や工夫、努

力 を意欲的に調べることを通 して、 日照 りや洪水対策に貢献 した先人たちの働 きや

願いを理解す る。

(3)研 究主題 とのかかわ り

① 基礎 ・基本の確実な定着を図る教材の構成

ア

イ

教材の構成を一覧の表にして示 した。(P9「 教材構成図」参照。)

問題意識 をもって地域 にかかわ りなが ら学習に取 り組むことができるよ うに

「つかむ」 「調べる」段階に次のような具体的 ・体験的な学習活動ができる教

材 を取 り入れた。

過程 つ か む 調 べ る ① 調 べ る ②

翻 大森 ・厳正寺の水止舞 六郷用水ウオーク ・工事の疑似体験 専門家の話

教
材
の
も
つ
意義

大田区の昔の水事情(水 不足

や大雨による洪水)や 行事と

して約700年 間 も受け継がれ

ていることを理解できる。

・「六郷用水物藷」歴史倣歩道の散策

により、現在の様子を観察できる。

・機械のない、人間の力が頼 りの工事

の大変さを体得でき観

地域の専門家から昔の用水の様子

を聞くことにより、用水が昔の人々

の努力によって守 り続けられてき

たことを理解できる。

(

(

② 評価の工夫

全体研究主題の 「基礎 ・基本の定着」を図るため、評価規準を明確に した単元の

指導 ・評価計画表 を作成 し、 目標 ・指導 ・評価 の一体化を図った。 また、評価 の視

点の共通理解 を図 り、教師による評価や児童による評価(自 己評価 ・相互評価)を

取 り入れた。

指導 ・評価計画表 評価規準を明確に し、各学習過程において、評価の時期 ・方法を具体的に、指導計画の中に位置付けた。(P11)

評価補助簿

学習の記録(思 考変容)

評価規準を記入 した捕助簿を作成 し、学習活動に沿って評価を舘入した り、単元全体を通 して児童の思考の変容

を見取った りするのに活用する。

児 童による評価カー ド 自己評価や相互評価の観点を明確にする。(P12「 指 導 ・評価計画」の"深 める"段 階で使用。)
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ー

圓

能

力

圓

(4) 4年 「六郷用水を開く」 教材構成図

学習指導要領で

おさえた基礎・基本

小単元で身に付けさせたい

基礎 ・基本

内容(5)の ウより

関心 ・意欲 ・態度

地城の発展に尽くした先

人の順いや工夫 ・努力 ・苦心

に関心をもち、意欲的に調べ

る二とを通して、地城杜会へ

の誇りと愛情をもつ。

思考 ・判断
地域の発展に尽くした先

人の働きなど工夫・努力・苦

心によn、地壊の生活がどめ

ように向上したかを考える。

地域の発展に尽くした先

人の働きなどから学習闘題

を作り、迫究・解決する.

r''''"掛 竈:憲 現'8"口'● ●'≒

ロ コ

♂".................'じ 濯 発 、

人 の 働 き や 工 夫 ・努 力 ・苦i

心 を 見 学 ・調 査 を 通 して 調
●

べ、 その 結果 、分 か った こ

とを工夫 して年衷 な どに ま

とめ る。
86● ● ●●●o● ●● ■●o

地域の発展に尽くした先

人の働きや苦心 ・願いやエ

夫・努力を理解するととも

に.そ れによn、 地城の生

活が向上したことが分か

る。

f

・潅ム(六 郷用水闘削工事に

携わった小泉次大夫や農

民たち)の 工夫 ・努力等に

対する関心をもつ.
・地填社会に対する誇 りと愛

情をもつ.

・魅 の働きから学習閻題を

見いだづ㌔
・学習閥題を追究 ・解決 して

いく遇程を通 して、地域の

生活の向上について考 え

る.

『堀糊筋麸裾 糀lo筆
3用 水跡の見学 ・調査㌧地域=
3の 辱門家などの話をもとに ●コ 　
:調 べ る・2

=・ 分か った ことを工夫 して.3

=年 表 な どにま とめる.・
「 ・ 噛

・地城の人々の生活向上に尽く

した丘ムの麟いや工夫 ・努

力 ・苦心を理堺する.
。地域の宝として六郷用水を残

したいとい う住民の麟いが

関係者の努力によって実現

したことを知る.

※下記に記す先人とは、六郷用水開削工事に携わった小泉次大夫や農民たちを表す。

教材の構成

選定 した教材

用水完成後農民の生活の絵 ア

大田区の昔の生活

大森・厳正寺の水止舞

冊Rと 写真

イ

プール脇の六郷用水跡 ウ

六郷用水流域図 工

六郷用水物語歴史散歩の道 オ

用水の流れていた場所 力

対岸に二ヶ領用水、3ケ 月

交代の工事(工 事の工夫)

用水開削の疑似体験

先人の苦労や苦心 ・思い

キ

問題意識を持続させる学習活動の計画

構
成

小堀の完成図 ク

50の 村を潤し、水田が2倍

用水の維持・管理(農民たちの努力)

農桀用水の役日を終えた用水写真

用水復元への思い、地域の専門家

からの聞き取り ケ

児量の作晶 コ

轍告会で使用する資料 サ

◆体験を取り入れた学習活動

つa… 工
・洪水や日照り対繁として、多摩川流域の治水と新田の開発によn,農

村の安定を図る目的で六郷用水を作ることにした
●誰 耀 奪朧 針知る ・響 登讐 ・・

◎プール脇の用水跡

小泉次大夫や農民たちは、どのような工夫や努力をして、六郷用水

を作ったのだろう?

・「用水 」 って何?・ 水 を何 に使ったの?

・どこの水 を使 ったの?・ どん な道 具を使 って?

・作 った人 は、 どんな気 もち?

②調べる(オ ・カ ・キ ・ク ・ケ)
・六郷用水関劇の先人(小 泉次大夫や農民たち)の 様々な工夫や努力

・六郷用水完成後の地城の生活の亘と

(用水完成当時と現在に至るまで)

◆ 「六郷用水物語歴史散歩の道」倣第による観察

◆ 六郷用水開削の疑似体験

◆ 用水完成後の地城の生活の向上
・小堀の完成により、50の 村の水田が測い水田面積が2倍 になった

・用水の維持・管理 ・水争い

・役目を終えた六郷用水が残っている理由

・六郷用水の時代に伴う役割の変化

◆ 地域の の の

・昔 は、機 械がない か ら大変 だ。掘 る作桑 って大変だ。

・用水 がで きて、多 くの村 に水が行 きわたって よか ったね。
・昭和 まで六郷用水 はあ った んだ。

。農業 を しな くな り、六郷用 水 は埋 め立て られたんだ。

・六郷 用水 に思い を寄せ 、復 元 にカを尽 くした人が いる。

・私た ち も六郷用水 を大 切 に し、みんなに用水 について知 らせ よ う!

③まとめる(コ ・サ)・ 用水を作る工夫や努力 ・地域の生活の向上
◆ 紙芝居年衷 ◆地図 ◆プレゼンテーション

◆ 看板作成(プ ール脇が用水跡と知らせる看板)

④ 深める 用水について地城に惰報を発信しよう!



(5)4年 「六郷用水を開 く』 評価規準一覧表

本 単元の学習過程で実際に評価す る際の具体的な評価規準は、次の通 りである。

○囲み数字はP11(6)単 元の指導 ・評価計画中 「具体的評価規準」の数字 と対応す る。

関 心 ・意 欲 ・態度 思考 ・判断 技能 ・表現 知識 ・理解
小 ①地域の発展に尽くした先人一 ①地域の発展に尽くした先人一 ①地域の発展に尽くした生 ①地域の発展に尽くし
単 (六郷用水開削工事に携わ の働きや工夫、努力について ムの願いや工夫、努力、苦 た塵ムの願いや、実現
元 った小泉次大夫や農民たち) 調べる学習問題づくり、具体 心にっいての資料活用及 させるための工夫、努

レ の働きに対する関心。見学や 的な追究 ・解決。 び調査。 力、苦心の理解。
べ 資料を生かした意欲的な調 ②調査をもとに、地城の人々の ②地域の人々の生活の向上 ②先人の働きによる地一
ノレ 査活動。 願い、実現に尽力した先ムの などの調査にかかわる、博 域の人々の生活向上
の ②地域の発展に尽くした先人『 働きや苦心の考察。 物館や資料館の見学、学芸 に対する理解。

評 の苦労や願いに対する関心 ③塵ムの働きによる、地域の 員や指導員などからの具 ③先人の働きを残す理一
価 の深まり、地域社会に対する 人々の生活の向上への影響 体的な聞き取り。 由の理解。

規 誇りと愛情。 についての考察。 ③見学や資料を生かした分
準 かりやすい表現。

関① 見学から用水 思① 解決のためのめあてを 知① 昔の大田区の水

つ 評 や、それをつくっ もって、学習問題を作り、追 事情や農民の願いを

か 価 た先人に閲心をも 究する計画を立てる。 知り、用水をつくった

学

む

3

規
準
ち、学習問題を作

ろうとする。

理由を理解する。

H
場 関① 思① 身近な地域に残る用水路の見学で、気付 知① 農民たちの願い
いたことを紹介 し合い、用水づくりにっいて、学習 を受け継ぎ、今も続く

習
問題を作る場面。 厳正寺の水止舞を知

面 (発言 ・行動観察 ・見学メモ) る 。

過
1
評 関① 資料探しや課 思① 解決のための予想をも 技① 見学 ・資料などから、 知① 用水を作った先
価 題解決に向けて聞 ち、学習問題を追究する。 用水への先人の願いそれ 人の思いや工夫 ・努

程 規 き敢りをするなど 恩② 調べや体験を通して先人 をつくるための苦心や工 カ ・苦心が分かる。

調
準 意欲的に活動す の働きや苦心、地域をよくし 夫を調ぺる。

レ る 。 ようとした思いを考える。1
場 関① 思① 思② 技① 知①(用 水見学の行動観察 ・質問内容 ・用水小堀流域図 ・ワークシー ト)

べ
ぺ

用水を見学したり、資料や地図を調べたり、地域の人に質間するなどして、先人たちがどのような気持ちで、

面 どのような苦心や工夫をしながら用水を作ったかを調べる場面。

る 評 思③ 用水の完成と地城の人々 知②③ 先人の働きに
ル

価 の生活向上の関連について考 「醐ぺる」における評 より、地域の人々の生

0 規 え る。 価規準は用水開削工事 活が向上 した ことが
で 準 に関するものと、用水 分 か る。

5 場 思③ 小堀の完成と地城の人々 完成後の生活向上の2 知② 小堀の完成と地
の H の生活の変化にっいて話し合 点を区別するため、2 域の人々の生活の変

う場 面。(発 言 ・学 習 カ ー ド ・ 段階に分けた。なお、 化につ いて話 し合 う

評 面 用水小堀流域図) 調べる②については、 場面。

評価規準は同様でも、
場 思③ 農業用水としての役目を 評価する場面が異なる 知③ 農業用水として

価 0 終えた用水の現在の様子や用 ので左記のように表し の役目を終えた用水

規
1

H
面

水復元の意図について調べて

考える場面。
た 。

v

の現在の様子や復元
の意図について理解

(規準は上 と同 じ) す る場面。

準 ま 評 関② 学習事項や資 技② 調ぺたことをもと 知③ 現在は、役 目を果

と 価 料を活用し、意欲 単元の終末時に、4つ の に、用水を引くまでの工 た していない用水 を

め 規 的に活動する。 観点が評価されればよいと 夫 ・努力などを分かりや 残す理由が分かる。

る 準 いう考えに基づき、この表 すい表現方法でまとめ
4 を作成 したため、空白も生 る。

H 場 開② まとめをして じた。 技② 紙芝居年表・地図な 知③ ま とめを してい
面 いる場面。 この考えの背景には、各 どにまとめる場面。 る場面。

深 評 関② 地域の一員と 時間の授業では、評価の観 技③ 調べて分かったこ

め 価 して の 自覚 を も 点をしぼ り、見取っていく とを聞き手に分か りや

る 規 ち、愛情が育っ。 ことを重視 した ことがあ すく伝えようとする。

1 準 る 。

H 場 関② 地域に情報を
,

F 技③一 口 レ
面 発信する場面。 関②に同じ

参考文献:小 学校社会r観 点別学習状況の 新 評価基準表」北尾倫彦 ・桑原利夫編集(図 書文化)

※ 上記 の先人 とは、 「六郷 用水」 開 削 工事 に携 わ った小泉 次 大夫 や農 民た ち を表す 。

一10一

(

(



(6)4年 「六郷用水を開 く」 指導 ・評価計画表(14時 間扱い)

O囲 み数字は、P10(5)「 評価規準一覧表」の数字 と対応す る。
学
習

過
程

つ

か

む

調

べ

る

0

調

べ

る
②

ま

と

め

る

O主 な学習内容と活動

1大 田区の用水完成前後の水事情について

考える。

O用 水ができる前の農民の願いが表れて

いるお祭 りのVTRを 視聴 し、話 し合 う。

日照りでや洪水に悩む

水の心配なしに米がつくりたい

2大 田区の低地には、多摩川か ら引いた六

郷用水があることを知 り、地域の用水に
ついて調べる。

O用 水跡に表示を出す、一部を復元 し、散

歩道として整備する等の大 田区の取 り組

みを知る。

学校脇も用水跡であることを知 り、見学

に行 く。

3六 郷用水を 「いつ、誰が、どのようにし

て、どこに、作ったのか?」 話 し合 う。

学習問題を作 り、予想を立て、調べる方

法について話 し合 う。

小泉次大夫や農民たちは、どのような工

夫や苦労をして六郷用水を作ったので
しょうか?

4見 の。画を立て、コースを 色する.

5六 郷用水跡を散策する。

6六 郷用水流域図で用水の流れていた場所

を確かめ、向かいの二ヶ領用水 と工事が

3ヶ 月交代で行われたわけを考える。(先

人の工夫)

7用 水作 りに使われていた道具や工事の方

法について調べ、疑似体験 をし、工事の

苦労や工夫を味わ う。

O体 験終了後、工事に携わった人の気持ち

を考える。

8小 堀の完成による水田面積の増加 と用水

完成後も用水を守ろうとした農民たちの

努力を知る。

9農 業用水 としての役 目を終えた用水が残

っているわけを考え、復元計画を知 り、

自分なりの考えをもつ。(本 時)

3

14調 べたことを、お互いに発表 し合 う。

0相 手のことを意識 して分か りやすく

発表 し、お互いの考えを認め合 う。

0工 事後の暮 らしの変化 ・人々の気持ちな

どを自分で選んだ方法でまとめる。

※教材

◆資料

◇手立てや留意点

※用水完成前後の農民
の生活

◇用水の使用目的は、

農業用水であること
を押さえる。
※大森・厳正寺 「水止

舞」
◆大森 「水止舞」の
写真 ・VTR
◇昔の農民の願いと水
止舞保存に尽力する

人々の思いに触れ
る。
※プール脇の六郷用水

※六郷用水流域図

◆大田区のパンフレ

ット

◆学校周辺、用水跡

の写真

◇短冊カードを活用し

たKJ法 により学習

問題を明確にする

※六郷用水物語散歩道

◇見学の視点の明確に
する。持ち物の説明
◆六郷用水散策マップ

◇安全面の確保上、保
護者に協力を依頼する

◇記録のため、カメ

ラを持たせる。

※用水の流れた場所

◆六郷用水流域図

◇低塘に入ると、用水
が網の目のように広が
ることに気付かせる。
※用水開削の疑似体験

◇安全面の配慮をする
※小堀の完成図と農村
の変化

※用水の維持 ・管理
◆六郷用水の工事記録

※農業用水 としての役

目を終えた用水

◇大田区在住、本校、

旧職員、0氏 の話を

取 り入れる。

※児童の作品

◇ 資料 コー ナー に
VTRや 絵本 ・写真

を用意する。

◆ 「六郷用水物語」

(子ども用の読み物)
0氏 作

具体的評価規準(主 題との関連)

偲

考

関

心

O

0

0

①

①

0

②

O

0

ロ

…①

①

②

②

O

②

③

0

技

能

0

0

0

②

知

織

0

①

①

0

②

②

評価方法
(評価用具)

発言

行動観察

ワー クシー ト
・大田区昔の水事情

発言

行動観察

ワー クシー。ト

・厳正寺の水止舞

ワー クシー ト
・六郷用水って何?

ワー クシー ト

・六郷用水の不思議

ワー クシー ト

・六郷用水ウオークを

して調べよう!

散策 マ ツプ

発言 ・行動観察

ワー クシー ト

・六郷用水ウオークで

分かったこと

発言

ワー クシー ト

・六郷用水は、どこか

ら?

発言 ・行動観察

ワー クシー ト

・工事の手順や方法

・工事の工夫や苦労

・用水の完成

・用水を守る

行動観察

ワー クシー ト
・現在の六郷用水

学習計画表

作品
発言

発表
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深

め

る

(学習発表会で全校児童に発表)

タイ トル:「 六郷用水物語」児童の案

発表方法 ①学習の軌跡ビデオ紹介

②地図で見る六郷用水③紙芝居劇

④写真で見る六郷用水⑤学校プール脇が用

水跡と看板を作成 し、説明。

※報告会 ・情報発信

◇発表の視点を示す。
・先人の工夫や苦労 ・

努力 ・願い
・地域の生活が、どの

よ うに 向 上 した

か?

0 0 行動観察

相互評価カー ド
自己評価カー ド

▼

1.ま とめ方で工夫したことは何ですか?

2.開 削工事の苦労や工夫 ・努力が聞き手

に伝わったと思いますか?

※印は、教材構成図作成で選定 した教材 を表 し、それ以外の資料は◆印 として、区別 した。

(7)考 察

① 教材の構成
「つかむ」 「調べ る」 「深 める」の各学習過程 において、人の生き方 ・考え方にふれる

教材や地域 にかかわる体験的な学習活動を取 り入れ ることによ り、約400年 前に作

られた 「六郷用水」 とい う歴史的な教材 を児童に身近なもの として とらえさせ、工事

の苦労や 工夫を感 じさせるのに有効であった。

【体験後の児童の感想 】

人

々
の
思

い
を

く

み
取
る

ア 「六郷用水物語j歴 史散歩道を歩いた体験
・看板に 「女堀」 というのがあ り、「村の人みんなで工事をやるほど大変だったんだ。」と、思った。

(N児)
・初めて六郷用水を歩いてみた。口で言うのは、簡単だけれ ど、歩いてみると、結構疲れた。(T児)

イ 学校の花壇にくわ等を使って 「女塚用水」を開削した経験

生
き
方
を

考
え
る

・掘 ってみた ら疲れた
。昔の人 は、約30㎞ 掘 ったか ら、

もっと疲れただろ うなあ0(Y児)
・用水 が完成 して

、水が流れた とき、 とって も嬉 しか った。

そ して、「や ったかいが、あった な。」 と、思った。

(F児)

ウ 地域 の専 門家 か らの聞 き取 り

復元計画に協力 した人の話を聞く。児童はCの ように

自分なりに地域への思いをもつことができた。

〈B地 域の専門家か らの聞き取 り〉

灘饗__t
.';t

辮
麟
離

灘
憲
難

憲
鱗

翻

菰

羅
諜地C〈

〈A花 壇 に 「女 塚 用 水 」 を 開 削 〉

霞 二]←…・1・・1井 鳶…、:読

・ 瀦
芯 。膿'"

ゴ
、 臨 瓢 勤

!♪'「 孔 嘗

曇r;t」`t;tR=一 ,C'
:4.:鰯 ・

、・ ・+:Yf:"・ ぜ

セた切 に して、弄=釆1ぷ 今 し、じ ょう に 夫 セ刀rし た いで帰

昔囲鷺 鞭

室郷鮫 5

躯 これか5

継 轟
鶏劉
コ"ミね しでき旗騎鹸饗噛懸謎う1ゐたτr瞑 いる。

t

(

② 評価の工夫
・単元の指導 ・評価計画表の作成により、毎時間ごとに評価の視点をもつことができ、

本小単元全体 を通 して、「態度」 「能力」「理解 」の基礎 ・基本の評価 を実施す ること

ができた。
・座席表や 「学習の記録」の記述は、支援や助言を した り、児童の思考の変容 を見取 っ

た りする上で有効であった。
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〈高学年分科会〉

〈高学年分科会研究主題〉

社会的事象の意味について考える力を育てる教材の構成と評価の工夫

1高 学 年 分 科 会 主 題 設 定 の 理 由

(1)社 会科学習における児童 の様子

私た ちの社会科学習の実践をふ りか えってみる と、 さま ざまな問題点が授業 の中にある

ことに気付 く。例えば、児童 の主体的な学習 を目指 して課題別 グループで調べ学習を させ

てい る とき、教師はノー トに熱 心に記述 してい る姿 に安心す る。 しか し、記述 を見 ると本

に書 いてあることを写 し取 っているだ けで調べた事実 をも とに 自分 の考 えを組み立てるこ

とができないDま た、イ ンターネ ッ トを使った調べ学習では、意欲 的に取 り組む けれ ど、

多 くの情報 を取捨選択 できずに、学習 のね らいが達成で きない こともある。

高学年 の社会科学習では、学習の対象が地域や身の回 りの事象 か ら空間的に も時間的 に

も広が りを見せて くる。 そのために、学習方法 も直接 、観察や見学 をす ることか ら、文章

や絵、図等の資料 を介 しての調べ る学習 に比重が移って くる。 したがって、高学年 になる

ほ ど、上記 のよ うな児童の様子が顕著 とな り、調べた ことを常 に自分たちの生活に結び付

けて考 える意識が薄い傾 向にある。

(2)社 会的事象の意味 について考 える力の必要性

社会科学習では、資料 か ら 「事 実」 を読み取 った り、資料 を比較 した りしなが ら、事実

のつなが りをとらえる 「事実 を認識す る力」が大切で ある。 さらに、それ らの事実の背景

にある意味 をしっか りととらえ、児童 のもっ経験や学級等での学 び合い を通 して社会的な

見方、考え方を育ててい くことが重要で ある。

本分科会 では、(1)で 述 べた児童の問題点 は、ま さに 「事 実を認識す る力」(事 実認

識)と 「意味を把握す る力」(意 味把握)が 育 っていない ところに起因 してい るのだ と考

えた。 したがって、児童が、単元の学習の中で 「事実認識」 と 「意味把握1を す る経験を

繰 り返 しなが ら、社会的事象の意味にっいて考 える力 を身 に付け、学習問題 を解決 してい

くこ とが大切で あるととらえた。 また、 「社会的事象の意 味にっいて考 える力」は、社会

科 で求 め られ てい る基礎 ・基本の確実な定着 を図るために大切 な力であるととらえた。

本分科会 では、 「社会的事象 の意味 を考 える力」 の育成 を図 るた めに、 「教材の構成」

と 「評価 の工夫」に視点 をあて、児童 に学習内容を確実に定着 させ るための教材構成の工

夫及び授業者の指導 目標 と一人一人 の児童の学習状況の把握 の関連 を図る評価 の工夫につ

いて研 究を進めることに した。

以上の ことか ら、高学年分科会の研究主題を 「社会的事象 の意味 にっいて考える力 を育

てる教材 の構成 と評価 の工夫」 と設 定 した。

※ 研 究のね らい、仮説 は構想 図に記載。
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高学年分科会 研究構想図

教育改革の流れ

○豊かな人間性や社会性、国

際社会に生きるB本 人とし
ての自覚の育成

O自 ら学び、自ら考える力の

育成

O基 礎 ・基本の確実な定毬及

び個性を生かす教育の充案

O特 色ある学校づくり
O生 きる力の育成

社会科教育の課題
O調 べて考える社会科へ
O指 導内容の厳選と選択
O基 礎・基本の定着

全体 研究 主 題

社会科学習における基礎 ・基本の確実な定雷を図る

教材の構成と艀価の工夫

高学年分科会研究主題
社会的事象の意味について考える力を育てる

教材の構成と評価の工夫

研究のねらい

(1)社 会的な事象の意味を考える力を育てるための教材

構成の手順や視点を明らかにする。

(2)社 会的な事象の意味を考える力を育てる指導と騨価

の一体化を図るための工夫を明らかにする。

社会科の目標

教 育課程 審 謹 会答 申(H12.12)

児童 の実態
・調ぺ学習に対して意欲的に

取り組むが社会的な事象のと
らえ方が表面的な事だけにと

どまってしまいがちである。
・資料活用能力について個人

差が大きい。

研 究 の 仮 説

〔i}訳のAq繕債の1美をすることで,紅会胞な蓼§の§瞭を奪える力蓑置て3ことできるのではほいか,

ア 「社会的事象の垣球を考えるカ1崔育てる教材の隅虞までの流れを蟄翻構成國に表す,

イ 基璋・基本やΦ釣厩窓を虜建にし罎籔財の分析をする,

ウ 鋼料話周量力を島う璋切な薮防昭定をする,

1人 灯の主きる姜のあらnれた蟄翻を学召話勢に位置目"る,

(2》茨の工夫§することで、殖会岱事象の§彗を考える力琶奮てる指喜と謬駈の一体化を園れるのでは聴いか。

ア 的音のまとまりごとの観鯛 響圃 準表を悸厳する。

イ 冤童の馨考の濠～1φ壼比を見口る観り運りシートを話用する,

ウ 篇助薄を膨底する,

「児童 ・生徒の学習と教奮裸

程の実施状況の評価の在り方

について」

O目 標に準拠した評価

o個 人内評価

学習指導要領

社会科第5学 年の目標 ・内容

社会科第6学 年の目標 ・内容

指導要録

O教 科の評価の観点及びその

趣旨
O学 年(分 野)の 観点及びそ

の趣旨

国立教育政策研究所参考資料

O内 容のまとまりごとの評価
規準及びその具体例

{

研究の内容

(1)教 材構成の工夫

図

の
作

成

イ・基礎・ 本や中心概念を明確
にした教材の分析

資料活用能力を培
う適切な教材選定

人々の生きる姿が
あらわれた教材の

位 付け

証

臨 翻 酵 ・資 縮 源

鷲 茎勲 伽3_.___乳 俄邑・

雛 擁:麺 碁:≡無. もロコ:::.
際.

コ ク

,"ワ' 慢

:liノ比較、関連させてとらえる
'7

羅
ヤノノココ

:しk間とのかかわりの中でとらえる きil:

共感的理解 蕩

魅自分なりの見万 ・考え瓦講'
"
.',,h一 属'∴㌦∵'
'献:転

乳 霞 ご轄 桑∵轄'
,..?,?,P『"AA〔 ぞ.?.『...』...∵.

(2)評 価の工夫

① 脂導要翻 甑砧 容か膿 ・躰帥 槻 を明

ら塊する

② 中破含をささえる盤 肺 象・##を解出す

③ 艦 とらえさせた}、逓鋼 事象の餌 を朝ら赦 する

④ 晃童の塁考の黄れを大切にした6Nの選定をする

⑤ 社会的鞭 瞳 鰻献 ることができる鱈 を勘 立て

イ 児童の思考の流れや ア

変化を見取る

振り返りシート 学
の活用

一

駿
習
の

節
目
一

一 」

n と
■

「噂」7 の

観
ウ 補助簿の作成 点

別

藍
評
価
規
準
表

礎・躰 の中腫 点を置いた 「社 会 的 窮 象 の 意 味 を 考 え る 力 」

社 会 科 の 基 礎 ・基 本 態 度 能 力 理 解

(

育てたい児童像 社会的事象に関心をもち、その意味や働きを考え.よ り良く生きていこうとする子ども
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2研 究 の 内 容

(1)r社 会的事象の意味を考 える力」のとらえ方

「社会的事象 の意味にっいて考える力」 とは学習問題

を解決す る過程にお いて事実 を理解 した り、事 実 と事

実の差等 を見分 けた りす る 「事実認識」 と、その事実

のもってい る意味 をとらえる 「意味把握」を繰 り返 し、

スパイ ラル 的に体験 して い く中で培 われ る力 であ ると

考 えた。 また、この力 は小 単元の基礎 ・基本や 中心概

念 を獲得す るために中核 的な働 きをす る力で ある とと

らえた。

例 えば、 「自動車を作 る工業」の実践では、全工業生

産額 にお ける自動車生産額の割合が大きい事実 をグラ

フか ら読み取 った児童は 「なぜ 自動車生産額 は こんな

に大 きいのだろ う」 とい うような事実のもっ意 味にっいて疑問をもっ。児童は疑問の解決の

ために販売店へ出向き、販売 に携わっている人に聞き取 りを した結果、客の用途に合わせた

車を用意 していた り、オプ ションによって細かい要望にこたえた りしているとい う事実をつ

かむ。そ して、車がた くさん売れ るか ら、生産額が多か ったんだ、とい う意味を把握 してい

く。 さらに 「車がた くさん売れ る」 とい う新たな事実か ら、 「どうや ってた くさんの車 を作

るのか」 とい う新たな意味 を問 う問いへ と発展 していく。

この よ うな事実認識 と意味把握 を繰 り返 し体験する過程 を通 して疑問を問いに収敏 させ、

「自動車工場ではわた したちの願いに応 えるためにどのよ うに車を作っているのだ ろう」 と

い う学習問題を設定する。 さらにその学習問題 を追究する中で中心概念を獲得 していく。 こ

のような一連の流れの中で培われ る力を本分科 会では 「社会的事象の意味にっいて考える力」

ととらえた。

(2)教 材構成の工夫

ア 「社会的事 象の意味を考えるカ」を育成する教材構成図の作成

児童 に社会 的事象の意味 をっかませ、 中心概念 を獲得 させ るためには、適切な教材 を選

定 し、 その構成 を考えた 上で 、学 習活

動を組み 立てていくことが 大切である。

適切 な教材 を選 定す るた めには、 中

心概念 の獲得 に必要な社 会的事 象 を精

選 し、児童 に とらえ させ た い社 会的事

象 を明確 に してお く必要 が あ る。 この

ように社会的事象を基に教材 を選定 し、

指導計画 に位 置付 け るこ とに よって、

社会的事 象の意味 を と らえてい くこと

ができる と考えた。

こ灘 璽鞭擁 墾鮨購 盛簸複ユ
学習内容を精選し、社会的事象の慧味をとらえることができる学習活

動を般定するために以下のような手順で教材構成をした。

指導 の目 及び から蕃礎・墓 や らかにす

学習指導要領の 「目標」「内容」 をもとに、小単 元の基礎 ・基本や小

単元の学習内容を一般化 できるような概念 を抽出す る。

念 る 会的 象 ・事 を ぴ

中心概念に迫れるような社会的事象を確定する。

3児童にとらえせたい社会的窃象の意味を明らかにす

中心概念を支える社会的事象から 「社会的事魚の意味」を導き出す。

児童の盟 の流 を大 にした敏 の 定

②及び③であげた社会的事象やとらえさせたい社会的事象の意味を踏

まえて、挙習活動の中で扱う教材を選定する。

5社禽的亭象の意味を脅える二とができる学習を組み立て

それぞれの 「社会的事象 の意味」をとらえさせてい くために有効な学

習 活動を組み立て る。
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ま
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教 材 構 成 図 イ列 「自 動 車 を つ く る 工 業 」

〈中心概念〉

自勤 亜 工業 は,様 々

な 工夫や努 力 をしなが

ら、私た ちの生活 の向

上の ため に置 要な役 割

を果 た して いる.

,窺

■凸

く基礎 ・基 本〉

・我が国の 自動車工

策の 様子 に関心 を

もち、国 民生活 を

支 えて いる 自勤取

生産 の役割 や.そ

の発 展 に関 心を深

める。

・自動 車生産 は.国

民生活 を支 える置

要な 役割 を して い

るこ とを奢え る。

・自動車 生産 に従廓

して いる人 々の工

夫や努 力につ いて

グラ7や 資料 など

を活用 して調 べる.

・自動車 はわた した

ちの生活 と密接 な

つなが りがあ るこ

とが分 か る.

・自勃車生 産 に従串

してい る人々の 工

夫や努力が分かる.

教 材 の 分 析

〈 中心 機窓を支 える社会 的廓実 ・寓 象〉

消費者 のニ ーズ

・安全 で丈夫な車

・環境 に優 しい車

・雌 にで も運転 しやす い革

・低価格 な軍

ニ ーズ に応 えるため の工夫

・エアー バ ック、ABSな どの安全装置

・ク リー ンエネルギ ー車の開発

・衝 突実験 によるテ ス ト

・リサイ クル しやす い材精

・廃羅 物の リサイク ル利用

・バ リア フリー車

安全 に作 業で きるための工 夫

・危険 な作藁 はロボ ッ トが行 う

・人 ,ロ ボッ トが それぞれの長所を生かす

・台車 に工夫

・二交 代制で無 理な勤務 を しな い

正確 に効 率よ く作 叢す るた めの工夫

・自動車作 りの順番 に含わせた工場の配置

・人.ロ ボ ッ トがそれ ぞれの長所を生かす

・部晶 の置き場所 の工夫

・オー ダーシー トを一台 ごと につ ける

・コン ビs一 タ によ る管理

<と らえさせたい

社会的事象の意味〉

自動車 は消費者のニーズ

に応 じてつ くられ ている。

関迎エ場との協力
・一台の 自動1巨に2～3万 個 の部晶

・致多 くの関運工場

期 日を守 って製 品を納 める工夫

・部贔の交 換は、 コ ンビ3一 タで行 う

・シ ンクロ(同 調 》生産

・作 業二交 代制で行 う

自動 車工場で は安全 に

正確 に作業 を棄早 くす る

た めに様 々な工 夫や努 力

をしている.

関連 工 場で は 部品 の性

能 を高 め るた め に様 々な

エ夫や努 力を して いる。

馳

."「'::Y.a,嗣 慾 ρP.輔'留.a隔 翼 「 「馳 罵 曙 閲

か ロ
・ 欝 灘 ..・"

τ',rσ`
梶,

(

教 材 の 構 成

〈教材の選定〉

◇ 販亮店 への調査活動

→ 消費者 のニーズ に応 じて

様 々な 自動車が つ くられ

て いるこ とをつ かむ.

A

◇ 実物の注文番 と販売店 の

方の 魅

→生 産者 は消 費者 の様々な

ニ ーズ に応 えて いるこ と

をっかむ。B

◇ 自動 車工場で働 く人の話

→ 自動軍生 産に携わ る方

の恩 いや工失、努 力を

考え る。C

◇紙の自勤車作り

→自動車組み立ての工程と

効率性を考える.D

◇ 自動車 のエ ンジン

→郎 品の多 さに気付 き、関

迎工場 との関係 をつかむ.

E

◇自動卑 公害に悩む市 民の

手紙

→ これか らの 自勤 車生産 に

必要な 条件を蹟 し合い.

2i世 紀 にふ さわ しい 自

動 箪を考 える.F

〈社会的刷象の激味を考えさせるための学習活動〉

①身近な 工業製 品を調 べ.工 簾生産額 におけ る

自動車 生産額 の割合 の大き さをつか む。

② 自勤軍 を買 うな らどのよ うな 自動軍 を買 うの

か身近 な人々 にイ ンタビュー をする。

③ 身近な 人々が もって いるニー ズに対 して、 ど

のよ うな 自動班 が作 られ て いるのか販 売店へ

四査活動 する.A

④ 自動 車 を注文 して.注 文 どお り早く届 け られ

るわけ を予想す る.B

⑤学 習問題 を設定 し予想をす る.

自動 車工 場で は.わ た した ちの 癩 いに応 え

るた めに どのよ うに箪を作 ってい るの だろ う.

⑥ ⑦ 自動 車生 産工場 の様子や働 く人々の努力 や

工夫 に付 いて調べ る。C

⑧ 調べ た ことか ら、 自勤車生麿 工程の様 子や鋤

く人 々の努 力や工夫 について 賭 し合 う.

⑨ 紙の 自動箪 を作 成 し.流 れ作 蹴の体験 的活動

を行 う。D

⑭ ⑪ 自動1紅組み 立て工場 と部品 工場の結 び付 き

や、原 材料 の輸 送な どにつ いて調べ る。

⑫ 原材料 か ら自動 車が作 られる 自動車生産 の仕

組み について発異 会 を行う.E

⑬ 自動車公害 の碩 実をも とにテーマ にそ って

賭 し合 いを行 う。F

⑭ これか らの 自動車 に必要な 条件 について 賭

し合 う.

⑮21世 紀 にふ さわ しい自動 車 について考え

る.



イ 基礎 ・基本や中心概念 を明確 に した教材の分析 をす る

学習指導要領 「目標」及び 「内容」 か ら、単元の基礎 ・基本や 中心概念 を抽 出 し、それ に

基 づいた教材分析 をす る。 その際、中心概念 を支 える社会的事実 ・事象か ら児童 に とらえ さ

せ たい社会的事象 の意味を明確 にす る。 この一連 の分析 を実施す るこ とによ り、教材の意 図

や学習活動のね らい を常に意識す ることができ、基礎 ・基本 を確実 に身 に付け るこ とができ

るよ うになると考 えた。

ウ 資料活用能力 を培 う適切な教材選定

資料活用能力 には情報の収集 、選定、加工等が含 まれ る。 しか し、学習 問題をつかむ段 階

か らどの児童 もね らいに即 した情報収集 がで きるわけではない。 これ らの力 を身 に付 けさせ

るために本分科会では、以下 のよ うに学習過程に応 じて具体か ら抽象 へ と段階的な教材の選

定 を行 い、資料活用能力 を培 うことがで きるように した。適切な教材 を選定す ることによ り、

どの児童も事実認識 を確実 に行 い、学習内容 を着実に身 に付 けるこ とができる と考 えたか ら

で ある。例えば、5年 の 「自動 車を作 る工業」の学習では、っ かむ段階では より直接 的で、

具体的な教材、調べ る段階や ま とめる段 階 にいくにしたがって よ り間接的で抽象的な教材を

位 置付けた。

工業)

とらえさせたい社会的事亀の意味

教材の選定

消費者のニーズにあった 自動車が作 られていること。

身近 な人 々のインタビュー、販 売店の方 の話 、注文 書

(5年 ・自動車を作

Oつ かむ段階

O調 べる段階

Oま とめる段階

一
消費者のニーズに応えるために様々な工夫や努力をして、

生産を行っていること。
VTR、 自動車会社 の児童 向 けバンル ット、紙 の 自動車

萱・一 遡

ニーズに応じたこれからの 自動車作りについて

自動車公害に悩む市民か らの手紙

工 人々の生きる姿が あ らわれ た教材 を学習に位置付 ける

本分科会では社会 的事象の 「意味把握」 をするためには、人 とのかかわ りを通 して共感的

な理解 をす るこ とが大切 であると考えた。 したがって単元の学習計画には可能な限 り、ゲス

トテ ィーチ ャーや ビデオな ど、人 々の生 きる姿が表れ た教材 を位置付 けた。

第5学 年の 「これ か らの食料生産」 では、輸入食 品が

多い地域 のスーパーマー ケ ッ トの方 と学校給食 に も食材

と して使 われてい る野菜 を作って いる地元 の農家の方 の

二 人に ビデオに登場 していただ いた。 「自動車 を作 る工

業」 では、地域 の 自動車販売店 の方に児童 が作った 自動

車 の注文 書をもとに販売 の工夫 を説明 していただいた。

自動車販亮店の方が説明をしているところ
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(3)評 価の工夫

ア 内容のまとま りごとの評価規準表の作成

一人一人の児童の 目標の実現状況をできるだけ客観 的に判断 し
、具体的に評価す るために、

単元の内容のまとま りご とに、4観 点の評価規準 と評価方法を考えた。

また、高学年分科会のね らいである 「社会的事象 の意味を考 えるカjの 育成を図 るために、

能力 目標である 「思考 ・判 断」 を重点化 し、 「何 を」 「どのよ うに」考えるのか とい う視点

を具体的に提示す ることに した。

・十分な食料がなかったり、バラックに住んだりするなど、

厳しい生活の中で日本は復興していった。 一一→レ評価の対象とする児童の反応例

イ 児童 の思考の流れを見取 る振 り返 りシー トの活用

内容 のまとま りご とに、堀 童 に学習 を振 り返 らせ、 「わかったこと」や 「考 えたこ と」を

色別の付箋紙 に書 かせた。 それ らを各 自の学習 の履歴 として残 していけるよ うに 「振 り返 り

シー ト」 を作 り、活用 した。

活用の目的は、児童一人一人の思考の流れやその変化 を教師が見取 り、個 に応 じた支援を

す ることである。また、児童 自身が分かったことを明確 に し、 自分の思考の流れや変化 に気

付 くことである。 このよ うな振 り返 りの機会 をもつ ことは、児童が 「社会的事象 の意味を考

える力」を身に付 けるために大切 であると考えた。

(例)6年 『戦争から平和へのあゆみを見直そう』N児 の振 り返 りシー トの見取りから一部抜粋

(

学習内容 わかった,と(ピ ンク〕 奢 えた こと(ブ ルー) そ の人の立場に なって考えた こと(イ エ ロー)

日本が戦争を始めるき
っかけ

ひどい不景気だったので、

相手の国に進出し資源を手

に入れようとした

その国の人と協力できな

かったのかな

当時 の人 々は、 とて も苦 しい生活 を してい たの

だろ う。

戦争 が ど うや って 広が

っていったのか

日本 は た く さん の国 を手 に

入 れ よ うと して かな わな い

よ うな相手 と も戦 った一一

なんでそんなむだな事を
したのかな

戦争を始めた人たちは、戦争に勝つ見込みがあ

ると考えていたのかな。

r,,,,,,,,,,,,,,,,,

ウ 補助簿の作成

観点別評価規準表で記

した評価内容 を指導に生

かすために評価補助簿 を

作成 した。

授業での児童一人一人

の発言や行動 をメモ とし

て残 しておき、学習後 に

補助簿に転記す ることに

した。

(例)6年 『戦争か ら平和へのあゆみを見直そう』の補助簿か ら一部抜粋

時 1,2,3時 間 目 4,5時 間 目 6時 閲 目

学習内容 戦 争 の きっ か けや 当時

の状 況 を話 し合 い 、関

心を もつ。

沖縄戦 ・原爆 が投下 され た

広 島 ・長崎 の人々の状況 を

知 る。

戦争 が長 引 き、人 々の暮

らしが苦 しくな って きた

様 子を話 し合 う。

観点 関 思 技 知 関 思 技 知 劇 思 技 知
児童1 関A写 箕を様々な角

度から読み取る。

思A当 時の被害にあった

人々の立場を考えた。

知A戦 争にかかわる資

料をよく読む。

…

児童2 思B「 なぜ 、戦争をす

るのか1と い う問 い を

もった。

「

技A熱 心に当時の暮 ら

しに ついて 質問 を して い

た。

昌 塵一
塗

(
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〈「評価規準一覧表」例6年 「戦争から平和への歩みを見直そうJ> (O内 の数寧は.学 習活勤の第何時かを薮す}

社会的事象への 社会的な思考・判断 観察・資料清用の 社会的事象にっいての.

関心 ・意欲 ・態度 (・児猛の反応例) 技能 ・衷現 知職 ・理解

評価規準 O国 家 ・祉会の発展 に大きな O国 家 ・ar.°の発腿に大きな働 きを した先人の優れ O我 が国の歴史上の主な享μ O臼 分たちの生活の歴史的

働きをした先人の優れた業績 た裳績や文化遺曜から学習の問題を見いだして追究 象にかかわる先人の業績や 背衆,我 が国の歴史や先人

や文化遺産に関心をもg,そ 。解決 し、歴史 を学ぶ意味 を考え、適切に判断す る。 代表的な文化遭産を的硝に の働きを理解 してい る。

れを琶欲的に調べることを通 調査 したn、 地図や年 表な

学習活動 して、我が国の歴史や伝統を どの各穐の基礎的資料を効

大切にし国を愛する心情をも 果的に活用 した り†るとと

とうとする。 もに、調べた過程や結果 を

口的に応 じた方法で表現

する。

①焼け跡のまちを行く塀 ①戦争当時や昭和初期の写輿 ①戦争と当ll紛日本囲内の7を 関連させて考える ①焼け跡を歩く子どもの写 ②日本が戦争を始めたきっ

真から、当時の状況を統 やVTRを もとに、原因 ・経 こ とが で き る、, 真から当時の状況を読み取 か けにっいて、理解する こ

つ み取る。 過や当時の人 の々生活につい ・ei本が臓争を始 めた理由は、国内の不禁気がU;t ることができる。 とが できる。

戦 ②N本 が戦争を始めるき て関心をもつ。 因ではないのか。 【児童の発営より評価】 1擾 り返 りシー トより評僑聾

っかけについて話 し合 う。 【兜童の発言より評鮒 【ワークシー トより評価1

争 1ワー クシー トより評価】

かの

事

③中国との戦争がアジア

各均に拡大していった様

子をつかむ、

④⑤沖縄戦、原爆が股下

i
<.蟹餐 ・纏 麺 斎佑し石

耀灘鷺 の鶴 。
鵬 闘Fでぎるよう仁躍}昴し

③④⑤国内外での被害 と人々の生活を関連付け、戦

争の悲惨 さや平和の意義について,;え ることができ

る。

・戦場が拡大 したことに より,多 くの国の人々が

③地図から、戦毎}が満州か

ら中国全土、アジア各圃か

ら太平洋まで広がっていく

様子を読み取ることがで

む美 された 広島 、長崎の 人々 戦争の犠牲になって しまった. き る。

詔

がどのような被害を受け

たのかを調べる。

の蛎 でな、λ々の謬ξ瑳

晦鷺 を灘i響 毒

1懐 り返 りカー ドより評価コ

】/【 。一,。 一 トより細

【児童の発言より評価 】

⑥載 争が長引 く中、人々
s2と しr。 また.ノcaの 盈『δ ⑥小金井の戦争にかかわる記録を調べることを通し ⑥小金井市民の戦争体験築 ⑥第二次世界大戦中の厳 し

の生活が苦しくなったこ
しをとS.TZG1く φ て㌦9

て、当時 の人々の様 子について考えることが でき る。 か ら、身近な人々の戦時中 い生活(灯 火管制 、学童疎

とをつかむ,
囎 鰐写盤 のψて憲勲 雌

矯駈 しτ読 ことを藍 δに
とに鮪 を御 鳥

・当時 の小金井でも、戦争の影響で苦 しい生話を

「＼ していた人がた くさんいた
。

の苦労を読み取 ることがで

きる。

開)に ついて理解す ること

がで きる。

【児童の発,rよ り評価1 【児童の行動観察から評価1 【ワー クシー トよ り評価】

【ワークシー トより評価1 【ワークシー トより評価1

戦 ⑦戦後、人々が どの よう ⑦玉音放送テープや焼け野原 ⑦戦後閥もない焼け野原の写真と現在の穿翼を比鮫

つ後 に暮 らしを立て直 してい の写真、ヤ ミ市の値段などの させながら、日本が復興してい く様子について舞 え

かの ったのかをつかむ。 資料から、戦後の人々の募 ら る ことができる。

む事 しの変化にっいて関心をもつ。 ・・i一分な食料がなかったり、バ ラックに住んだ り

旺実 【児童の発言よ り評価】 するなど、厳 しい生活の 中で 日本硫拠興 してい

認 1ワ ークシー トよ り評価 】 っ た。

識 1児 選の発言 より評魎1

1ワ ークシー トよりaｬ価1

戦 ⑧戦争中の人 の々暮らし ⑧⑨第二次世界大戦について. ⑧⑨戦争体験者へのインタビューの内容を考えるこ ⑧⑨戦争体験者ヘインタビ

調争 につ いて予想 し.戦 争体 学んだことをもとに戦争体験 とができる。 ユーをすることがで きる。

ぺの 験者に闘いてみたいこと 者にインタビューすることが ・戦争を体験した人たちは、食ぺ物や住む所に苦 1児童の行動観察から評価】

るQ を出 し合 う。 できる。 労 していたのだろ う。

1ら ⑨職争体験者に謡を聞く。 1児竜の行動観察から言悩鮒 1児 酸の発言 より評価 】

し 1ワ ークシー トより評価1

⑩戦後 、B本 の民主的な ⑩日本国憲法の制定や教育の ⑩H本 国憲法と大日本帝国憲法を比較し、日本が民

改革が進められていく様 制度の改革 に開心を もち、日 主的な国家を築いていうたことにっいて考えること

調 子を調べる. 本が民主的な国家を築いてい がで きる。

戦 く様子について進んで調べて 。戦争を放棄 し、平和を璽視 した懲法が作 られ た。

後 い る 。 ・男女が平等 に勉強することがで きる ようになっ

ぺの 【児童の行動観察より詳価1 た 。

入 【ワークシー トよ り評価 】

るの ⑪電化製品の普及やオリ ⑪日韓共催で行われたワール ⑫戦後の様々な改革や世界の各国の中で果たしてき ⑪⑫新幹線の開通や東京オ ⑪⑫戦後.日 本が民主的な

暮 ンピックの㎜催を調べ、 ドカ ップや 日本国内にある米 た役劉について考 えることができる。 リンピックなど、戦後の 日 国家 として出発し、国民生

ら 人々の暮らしの変化にっ 軍基地の様子か ら、 日本のア ・東京オ リンピックがアジアで初めて開催され
、 本を象微する資料を集め、 活を向上させ たり、国瞭社

0し いて考える。 ジアにおける立場にっいて測 園民の生活は向上 していった。 戦後の主な出来事を絡年表 会の中で.重要な役割を果た

⑫日本が平和で豊かな暮 べている。 【ワークシー トよ り評価1 にまとめる。 してきた りした二とが分か

らしを実現するためにで 1児 鼠の発言 より評価】 【ワー クシー トよ り評価1 る.

きる事を考える, 【振 り返 リシー トより評価】

⑬⑭これまでの学習を振 ⑬⑭これまでの学習を脹 り返 ⑬⑭現在の平和な募らしが様 な々歴史的m実 の上に ⑬⑭戦後から更在に至るま

ま り返 り.各 自の調べた事 り、調べ たことや考えたこと 成 り立っていることに気付き、これか らの自分たち での歴史を踏 まえて、 日本

と を作品にまとめ、お互い をもとに、友達に進んで伝え の役割につ いて考えることができる. がこれから国課社会で果た

め に紹介一rる。 ようとしている。 ・is本は、世界の平和維持 にもっ と貢献すべきだ。 すべき役罰について理解す

る 【児童の行動観察より辞価】 ・かつて悲惨な戦争があった ことを伝えていきた
ることができる.

い。 1擬 り返 りシー トより評価1

【ワー クシー トより評価 】
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3実 践 事例

実践 事 例 〈1>…5年

(1)小 単元名 自動 車 をつ くる工業 全14時 間

(2)基 礎 ・基本
拝掻の 態 度 能 力 理 解
視点 関心 ・意欲 思考 ・判断 技能 ・表現 知識 ・理薄皐

季習指◎我が国の自動車工業の様子に関心 ◎ 自動車生産 は、国民生活を支える ◎自動車生産に従事 している人々の ◎自動車はわたしたちの生活 と密
導要顕 をもち、国民生活を支えている自動 重要な役割を していることを考える。工夫や努力についてグラフや資料 な 接なつなが りがあることが分かる.
の蕪 車生産の役割や、その発展に関心 を どを活用して調べる. ◎自動車生産に従事 してい る人々

躰 深める。 の工夫や努力が分かる.

小 ◎ 自分の生活と自動車とのかかわ り ◎消費者のニーズに応えるための 自 ◎消費者のニーズにこた えるために ◎自動車は生活 を豊かにし、社会

単 について関心をもち、進んで調べ る 動車生産について問いをもち、その 自動 車生産に撹わる人々が、様々な 生活に不可欠であることを理解す
元 ことができる。 追究を通して自動車生産とわたした 工夫や努力を していることを見学、 る。
の ◎社会生活の中で、有効な 自動車の ちの生活 との関連について考える。 調査、資料の活用を通 して具体的に ◎消費者の生活が豊かになるよう
基 使い方について考え、行動 しようと ◎ これか らの自動車のあ り方や 自動 調べ、分か りやす く表現す ることが に、自動車生産に携わる人々は様々
礎 す る。 車の もっ有用性について考える。 で き る。 な努力や工夫を行っている ことを

基

本
理解す る。

(3)小 単元の 目標
・自動車工業の様子を見学、調査及び各種の資料 を通 して調べ、日本の 自動車工業は、国民生活を支 える重要な役割を果た していることについて考える。
・日本の 自動車工業 と国民生活との関連について理解 し、日本の工業の発展に關心をもて るようにする。

(4)教 材構成 図…P16参 照

(5)内 容のまとま りごとの観 点別評価規準 表

膿解象への関心 ・意欲 ・態度 社会的 な思考 ・判断{・ 臆の臨傍〕 醸 ・餌活肋技能 ・表現 社鋤 報 にっ:,:の知 識 ・理解

評価規準 O自 動車工業の様子を意欲 0我 が国の自動車工業の様子から学習の問題 ○我が国の自動車工業の様 ○我が国の自動車工業は

的に調べ ることを通 して、 を見いだ して追究 し、国民生活を支 える我が 子を調査 した り、地図や地 国民生活を支える重要な

国民生活を支える我が国の 国の自動車工業の意味を考 える。 球儀、統計などの基礎的資 役割を果た していること

学習活動 自動車工業の発展について 料を効果的に活用したりす を理解す る。

関心を深 める。 るとともに調べた過程や結

果 を目的に応rた 方法で表

現す る。

①各種の工業製品 ①身の回 りにある工業製品 ① 身の回 りにある工業製品と自分たちの生活 ① 自動車生産額 のグラフを
つ と自分たちの生活 について関心 をもち、意欲 とのかかわ りについて考える。 読み取 る。

か とのかかわ りに気 的に調べ ることができる。 ・身の回 りにはた くさんの工業製品がある。 【ワー ク シー トよ り評 価 】

む 付 く。 【ワー ク シー トよ り評 価 】 ・様々なエ業製品が生活 に役立っている。

【児童の発言 により評価 】 【ワークシー トより評価1

② ③消費者のニー ②自動車に対する消費者の ②③自動車が、消費者のニーズに応 じて作 ら ③④身近な人々の自動車
ズについてインタ ニー ズにつ いて、身近な人 れているわ けを考える。 生産に対す るニーズ を理

ビ ュー す る。 へのイ ンタビューをす るこ ・安全で丈夫な車 ・環境にや さしい車 解する0

とができる。 ・低価格な車 【児童の発言 ・ワークシートより評価】 【ワークシー トよ り評価】

【ワークシー トより評価1

④⑤自動車が注文 ④⑤ 自動車を注文 して、届 ④⑤自動車生産に対する消費者のニーズに基

書通 りに早 く届 く くまでの様 子に興味をもつ ついて、自動車の注文書の内容を考える。

事実 を知n,自 動 こ とができる。 ・消費者のニーズ

車生産について調 【ワー クシ ー ト・発 言 よ り評 ・ニー ズに応えるための生 産者の工夫や努力

べ ようとする意欲 価】 ・自動車販売者の方の話

を もつ。 1ワークシー トより評価1

⑥⑦⑧⑨消費者の ⑧⑨紙の自動車作 り等を通 して、 自動車組み ⑥⑦自動車生産工場の様子

調 ニーズに応 えるた 立て工場 の効率性 について考える。 や働 く人々の努力や工夫に
べ めの様々な工夫や ・組み立てラインに沿った流れ 作業。 ついて、VTRや インター

る 努力について調べ ・コ ン ピュ ー ター によ る 管理
。 ネッ トを使 って調べる。

る。 【児童の発言.活 動よ り評価1 【ワー クシー トよ り評価1

⑩⑪⑫自動車組み ⑩⑪⑫ 自分たちが調べたことと関連付けて、 ⑩⑪自動車生産が様々な

立て工場の結び付 他のグループの発表内容について考 える。 人々の工夫や努力によっ

きや、原材料 ・製 ・部品工場 と組 み立て工場の密接 な関係 て支え られてい ることに

品の輸出入などに ・部品の輸送(シ ンクロ生産方式) ついて理解す る。

っいて調べる、 ・輸送 に携わる人々の工夫や努力 【ワークシー トよ り評価1

【ワー クシー ト、発言、つぶや きより評価】

ま ⑬⑭今までの学習 ⑬⑭自動車のもつ利便性や問題点について気

と 成果を踏まえこれ 付き、これか らの 自動車生産について考える。

め からの自動車工業 ・環境や安全 に配慮 した 自動車作 り

る について考 える。 【児童 の発言 、ワークシー トよ り評価】

(6)学 習指導計画と指導の実際(14時 間)

過 ね らい 主な学習活動 ・内容 児童 の反応(目 …わかったこと ◎教材 ☆評価 【観点:方 法】

程 ■…亘監 立っ驚 批 こと☆ … わ浄ったことから考斌 こと) ○支援

各種の工業①身近にある工業製品を調 口身の回 りには工業製品がいっぱいだ。◎家電製晶の写真と普及率の ☆身 の回 りにある工業製品について

製 品 と自分 ぺ、気付いたことを発表す ☆だか ら、車がいっぱい走っているん グ ラフ 意欲的 に調ぺることができるか。

たちの生活 る 。 だ。 ◎工業生産額における自動車 【関 心 ・意欲 ・態 度:n_ク シート。っぶやき】
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つ とのかかわ O工 業生麿額における自動 生産額の割合グラフ ☆工業製品が生活に役立っている こ

カ・りに 気 付 車生産額のグラフを見て、 とに気付 く。【知識・理解:観 察1

凱・く 留 気rtい たことを発表す るc ☆ 自動車生産額を読み取るこ とがで

きたか。

【技 能 。表 現:ワ ー ク シー ト】

消費者 の二 ②車を買 うのな らどの よう ロ環境に優しい車や維持費の安い車を ◎自動車の広告 ○ワークシー トにまとめた成果 の発
一ズについ な車を買 うのか、身近な人 々 ほ しいんだな。 ◎パンフ レッ ト 表 をし合い情報の共有化を図る。

てインタ ビ ヘインタピュー し、気付い ☆家族みんながゆった り乗れ る車がほ ◎テ レビコマー シャル ☆身近な人へ意欲的にインタ ビュー

ユー す る。 たことを発表する。 しいんだな。 す ることがで きたか。

③ 消費者のニー ズに対 して 口お客 さんの希望に合わせ てオプシ ョ 【関心 ・意 欲 ・態 度:ワ ー ク シー ト1

どのよ うな車が作 られ てい ンをつ けるみたいだ。 O販 売店の調査活動などの、体験的

るのか、気付いた ことを話 活動 を設定す る。

し合 う。 ☆身近な人々の自動車に対す る、二
一ズを理解す ることができたか。

【知識 ・理 解 ニワー ク シー ト】

自動車が注 ④注文書を書 く。 ロいろいろな注文をつけたから、普通 ◎自動車注文書 ☆消費者のニーズに基づいて、注文

文書通 りに の車よ りできるの に時問がかかる。 書を書くことができたか。

早く届 くこ O販 売会社の方から注文し 【思 考 ・判 断:ワ ー ク シー ト】

とを調ぺ た 自動車が届 けられ るまで ☆注文して、届 くまでの様子に関心

る 。 の様子の話 を聞 く。 が もてたか。

⑤学習問題を設定し、予想 ロ注文 されてか ら作るの にとても早い。◎注文から納車までの流れ図 【関 心 ・意欲 ・態 度:ワークシート・り於 き】

立 て る。 ☆迎絡するのにコン ピュー タを使 って

いるのかな。

.≧

-
.【禦 習 間 測 ・
7 、 ご' '一 「

.泊 騨 工場では禰 たしたち鱒1欝 駄 る麟1認 のように覇購 演、.、=
-

漁 るの鱒i鍵 翼 箋.』
1

消費者の二 ⑥⑦自動車生産工場の様子 口流れ作業で作 っている。 ◎VTR,イ ンターネ ッ ト O実 際の 自動 車のエ ンジンを見て、

調一ズに応 え や、働 く人々の努力や工夫 ☆ たくさんの部品が一つに集 まって車 部品の多 さに気付かせる。
べ るための について調べ る。 になると思った。 ☆VTRや イ ンターネ ッ ト等 を使 っ

る 様 々な工夫 て、自動車生産工場の様子 を稠べる

や努力につ ⑧wぺ た ことか ら自動車生 ロ次か ら次へ と車が流れてきて働 いて ことができた かC

いて調べ 産工程の様子や働く人々の いる人は大変 そ うだ。 【技能 ・表 現:ワ ークシーFl

る 。 努力や工夫にっいて話し合 ☆一人一人でや るよりも、み んなで手

う。 分 け した方が早 くで きる。

⑨紙 の自動車を作成 し、流 鳳 自動車工場 で働 く人は、もっと大変 ○紙の 自動車づ くりを通 して 自動車

れ作藁の体験的活動を行 う。 だろ うな。 組み立て工場の効率性について考え

させ るようにする。

☆前時の学習を、自分た ちの 自動直

作 りに生かせたか。

【思考 ・判断1活 動】

自動車組立 く復線化)⑩ ⑪ 口大きい部品や小 さい部品を作ってい OVTR ☆自動車生産が様々な人々の工夫や

工場 と部品 Al部 品の生産 る工場がある。(A) ◎自動車会社の工場と主な関 努力によって支えられているこ とを
工場の緒び B:部 品の運送 口 自動車工場へは部品工場か らトラッ 迎工場 理解できたか。

付きや原材 C:原 材料 の入手 クで部品が運ばれている。(B) ◎部品の生産工程の図 【知臓 ・理 解:ワ ー ク シー ト】

料の輸送な D:自 動車の運搬 口部品の数 もきちんと決め られた通 り

どについて ⑫自動車生産の仕組みにつ に作って届けている。(C) ☆ 自分が調べたことと関連付けて他

調 べ る。 いて発表会を行 う。 ロ トラ ックの運転手は遅れないよ うに のグループの発表 をとらえてい るか。

運ぶために、夜走ることが多い.(D) 【思 考 ・判 断:つ5や き・ワー妬一D

ま学習成果を ⑬ 「自動車 はい らないのでは ☆空気を汚さず騒音の小さい車を大量 ◎自動車公害に悩む市民から ☆自動車のもつ利便性や問題点にっ

と 踏まえ、こ ないか」のテーマで器 し合 生産をすれば地球温暖化の進行のスピ の手紙 いて気付 くことができたか。

め れか らの自 う。 一 ドをゆるめることができる。 偲 考 ・判 断=ワークシート、っ ぶ や き 】

る動車工業に これか らの自動車の必要な ☆ これ からの 自動 車生産について考

ついて考え 条件について詣 し合 う。 えるこ とができたか。

る。 【思 考 ・判 断:ワ ー ク シー ト1

(7)考 察

く 教 材 構 成 の 工 夫 に 関 して>

O教 材構成図に分析から構成までの流れを図に表すことによって、社会的事象 ・事実、社会的事象の意味、教材、学習活動の関係性

をとらえることができた。また、教材構成図を基にしてね らいに合った社会的事象を精選し、学習活動を組み立てることができた。

O販 売店の方に来ていただき、自動車の注文薔を見ていただく時間を設定した。販売店の方に直接出会 うことで常に消費者のニーズ

に応えるために様々な工夫や努力をしていることに気付く児童が数多くいた。

〈 評 価 の 工 夫 に 関 して>

O仕 会的事象の意味を考えるカを育成するために 「思考 ・判断」を重点化した内容のまとまりごとの観点別評価規準表を作成した。

ここにある具体的な項目を視点として振り返 りシー トや補助簿を活用 し、児童一人一人の 「思考 ・判断」を評価することができ、

学習の支援に役立てることができた。

○振り返 りシー トを記入する際に、付箋紙の色を書く内容ごとに分けて書かせることにより、教師が内容のまとまりごとの児童の思

考の状況や変化を見取ることができた。また、児童自身も自分の考えの変化を知ることができた。しかし、学習時間内における即

時的な評価については課題が残 り、補助簿への記入の仕方を更に工夫していく必要があると考える。
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実践事例 〈2>…6年
(1)小 単元名 戦争か ら平和への歩み を見直そ う 全14時 間
(2) 小単元の基礎 ・基本
評価の 態度 能力 理解
楓1慧 関心 ・意欲 思考 ・判断 技能 ・表現 知識 ・理解
学 ◎太平洋戦争、日本国憲 ⑨第二次世界大戦前後の歴 ◎戦後、我が国が国際社会 ◎戦争の被害と戦後の民主的
習 法の制定などの事象に関 史的事象から学習問題を見 の 中で果た してきた役割に な国家 として出発 し、国際社
基指 心を もって調 べ よ うとす いだ し調べ、解決す る。 つい て考 え、各種 の資料を 会の中で重要な役割を果たし
礎導 るa 効果的 に活用 し、 自分 の考 てきたことを理解するe
・要 ◎自分たちも日本国民の えや調べ た ことを分 か りや

基領 一人 と して、世界の 人々 す く表現する。
本の と共 に生 きてい こ うとす
る気持ちをもつ.
小 @以 下の事項に関心をも ◎人々の暮 らしに視点をお ◎年表や 写真 ・VTR・ 文 ◎戦争中の人々の暮らしの大
単 ち、追究 しよ うとす る。 いた学習問題 を見いだ し、 章資 料、聞き取 り調 査 など 変 さや、それを乗 り越 えて平
元 ・戦争中の人々の暮 らし 解決す る。 の基礎的資料を活用 し、予 和な社会を築いた人々の努力
・ の ・戦後 、日本が平和 な社 ◎日本が国際社会の中で重 想 した ことを調べ、調べた や工夫が分かる
基基 会を築いていったこと 要な役割を果たしてきたこ こ とを分 か りやす くまとめ
本礎 とを考 える。 る 。

(3)小 単元の 目標
日華事変、我が国にかかわる第二次世界大戦、日本国憲法の制定、オリンピックの開催などの歴史的事象を具体的に調べること
を通して、戦後、我が国は民主的な国家として出発し、国民生活が向上し、国際社会の中で、重要な役割を果たしてきたことを理解
し、自分たちも日本国民の一人として、世界の国の人々と共に生きていこうとする気持ちをもつ。

(4)教 材 構成 図
「戦 争 か ら 平 和 へ の 歩 み を 見 直 そ う 」

教材の分析

く中心概念》 〈中心概念を支える歴史的事象・事奥〉

くとらえさせたい

歴史的事象

の意味〉

日本は連合国との戦
いに敗れたが、戦後

国民の不断の努力に

よって国を立て直して
いった。

i.一

一

一

一

割腿 の麟 を開始一満
・侵略の背景→国内の不景

気・軍部の台頭
・世界からの孤立→国際連

盟脱退
・拡大する戦場
→B中 戦争・南京事件・真

珠湾攻撃

中国との

戦いが全
面化 し、
戦時体制

に移行し
ていった

}

令 一 一 一一噸 κ

く基礎・基本》 一

・アメリカなどとも戦争を開始

→第二次世界大戦
'東麟 ジア●太平洋の島々

・各地での 日本へ の抵抗と

敗退
・苦しい戦時下での国 民の

生活
鱒空襲 ・食料不 足・学童

疎開・学徒出陣

一
戦争の拡
大ととも
に国民の

生活も苦
しくなって
いった

能
脚

度

・太平洋戦争、日

本国憲法の制定

などの事象に関

心をもって調べよ

うとする。
・自分たちも日本

国民の一人として

世界の人々と共

に生きていこうと

する気持ちをも

つ。

・敗戦 に至る経緯

→馨懸 孟鷺婁
ム宣言

・民主的な社会をつくるため

の改革
→選挙法の改正・労働者
のための法律
教育制度の変化.愈躍 鰹i鴇

・経済の復興

→産業の発展・貿易の拡

大 ・交通の整備
・人々の暮らし向上
→電化製OAA、自動 車の普

及
.●際的な行事の關催

,譲魏艦 碁誉雛

戦後、民
主的な国

家として
出発し、

人々の不
断の努力
に よ っ

て、国民
生活は豊

かになっ

た

能
力

幽

・第二次世界大戦

前後の歴史的事

象から学習問題

を見いだし調べ、

解決する。
・戦後、i段が国が

国際社会の中で

果たしてきた役割

について考え、各

種の資料を効果

的に活用し、自分

の考えや調べた

ことを分かりやす

く表現する。

日本は独

立し、経
済成長を

成 し 遂
げ、国際

社会の中
で重要な
役割を果

たすよう
になった

・国際社会に復帰
→平和条約 ・国際連盟へ

加入
・アメリカとの結びつき
→ 日米安保・沖縄返還
・アジア各国と信頼関係を築

く努力
→日中国交 ・資金、技術

の援助・文化交流

理

解

1 ・戦争の被害と戦

後の民主的な国

家として出発し、

国際社会の中で

重要な役割を果

たしてきたことを

理解する。

尉 つ
亜 ㌣9奪,

贈 鯉.一 一.-ss....-s-一 ・ 灘 φ野

〈教材の選定〉

◇国内の昭和初期の

不景気をつかませる

ための写真・VTRA

◇中国大陸へ日本軍

が戦場を拡大してい

った様子をつかませ

るための写真・南京

事件を報じたアメリカ

の新聞B

◇身近な人の戦争の

苦労を知り、戦争中

の人々の生活に関心

をもたせるための小

金井市民の戦争体験

集C

◇人々の苦しい生活

の様子をつかませる

ための灯火管制での

生活の写真・ドングリ

集めのビラ・疎開先

での献立・軍事訓練

の写真・当時の学校

アルバム・地域の戦

争体験者の話D

◇戦後の人々の暮ら

しに関心をもたせる

ための写真・文書資

料B

◇戦後の復興の様子

をつかませるための

新幹線開通・電化製

晶普及の写真F

◇日本がアジアの中

で友好を深めるため

に努力してきたことを

つかませるための写

真・文魯資料G

教材の構成

〈歴史的事象の意昧を考えさせる

ための学習活動〉

聡蟻霧誓翻談魏蓋

②日本が戦争を始めるきっかけ
について話し合う。

国との戦争がアジア各地に
激していく様子 をつか む。

囎礁齢鵬難蕩鶉瑳
被害を受けたのかを知る。

⑥戦争が長引く中、人aの 生活が苦しくな
ってきたことをつか

む。C

⑦戦後、人々がどのように暮ら
しを立て直していったのかをつ
かむ。

戦争中の人々の暮らしは、

どのようなものだったのだろ

う。まt-.後 、日本はどの

ようにして、平和で暮らしや

すい社会を築いていったの

だろう。

騰離雛総羅{犠醤

⑨戦争体験者に話を闘く。

難籍聚灘謂鰹 革を

囎縫潔楚鷲茨擁窺
る の変化を考える.F

簿卑…犠猛轟 念5護義
するためにできることを考える。G

歌蟷擁麗審厳箋號

(5)内 容のま とま りごとの観点別評価規準表…p19参 照
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戦 後 の 復

興 の 様 子

をつか み 、

学 習 問 題

をつ くる。

太 平 洋 戦

争 の 頃 の

人 々 の 暮

ら し に っ

い て 予 想

を 立 て 、

調 べ る。

戦 後 の 日

本 の 世 の

中 の 変 化

に つ い て

調 べ る。

戦 中 ・戦

後 を 生 き

た 人 々の

願 い や 社

会 の 変 化

を ま と め

る。

面 と の 14日)
主な学 活動 ・ 容

① 焼 け跡 の ま ちを歩 く写 真 か

ら、 当時の 状況 を読 み取 る。

② 日本 が戦 争 を始 め る きっ か
け につ いて 話 し合 う。

③ 中 国 との 戦 争 が ア ジア 各 地
に拡 大 して い った 様子 を調 べ

る。

④⑤ 沖 縄戦 、原爆 が投 下 され

た 広 島 ・長 崎 の 人 々 の状 況 を

知 る。

⑥ 戦 争 が長 び く中 、 人 々 の生

活 が 苦 し くな って きた こ と に

つ い て話 し合 う。

⑦ 戦 後 、 人 々 が暮 ら しを 立 て

直 して い っ た こ とに つ い て話

し合 う。

学習問題

児 童 の 反 応 例(ロ 泌 った軸 挽 ったことt,ら考
差たこと■立墨にたって毫えr`g}

ロ空 襲 にあ い 、 子 ど もた ち だ けで 逃 げ

てい く様 子 が分 か る。

☆ ひ ど い不 景 気 にお そ わ れ 、満 州 へ 進

出すれ ば生 活が よ くな る と考 えた。

☆ 同 じ年 齢 く らい の人 た ち が 、武 器 を

もって 戦 った のは 驚い た。

■ 私 が ひ め ゆ り学 徒隊 だ っ た ら、 どん

な 気持 ちで人 を手 当て した のだ ろ う。

口 全国 民 が戦 争に 総動員 された 。

☆ 食 べ物 もな くて 、空 襲 が あ っ てた い
へ んだ っ た ろ うな 。

ロ 生 き て い く た めに必 死 で 働 い て 、今

み た いな 日本 に なった。

口 宵 空 教 室 で も、子 どもた ちは み んな

笑 顔 だ。 戦 争 が終 わ っ てほ っ と したの

だ ろ う。

☆ 焼 け 野 原 か ら今 の 東京 に な っ た こと

は す ごい 。

◎教材

◎焼け跡を歩く子たちの
写真

◎ 昭和 初期 の写其 ・VT

R

◎略 年 表

◎教科書、読み物資料、
VTR教 師 による語り

◎小金井市民の戦争体験

◎焼け野原の東京の写真
と現在の同じ場所の写真

戦 争 中の 人 々の 暮 ら しは どの よ うな もの だ ったの だ ろ う。 また 、戦 後 、
の よ うに して平和 で暮 ら しや す い社 会 を築 い ていっ た のだ ろ う。

日本はど

⑧ 戦 争 中 の 人 々 の暮 ら しを 予

想 し、戦 争 体 験者 に聞 きた い

こ と を 出 し合 い 、分 類 ・整 理

す る。

⑨ 戦 争体 験者 に話 を聞 く。

⑩ 戦 後 、 日本 は どの よ うに し

て 平 和 で暮 ら しや す い社 会 を

築 い た か を予想 す る。

⑪ 電 化 製 品 の普 及 や オ リン ピ

ッ クの 開 催 につ い て 圏ぺ 、 人
々の 暮 ら しの変 化 に つい て 考

え る。

⑫ 日本 が 、平 和 で 豊 か な暮 ら

し を実 現 す るた め に で き る こ

とを考 え る。

予想 を も とに 、課 題 別 グル ー プを 作 っ

た。 《1)}食 べ物tCz))学 校 生 活

((3))着 る物 ・住ま い 《4》 遊 び ・旅

行 ・交 通手 段な ど

口小 金 井 に も3回 爆 弾 が落 ち た こ とが

分か っ た。

☆生 き る ため に必 死だ った んだ な。

■戦 争 が終 わ っ て もた い へ ん だ った よ

うだ。 戦 後の こ とも闘 いて みた い。

Qnも な い焼 け 跡か ら今 の 日本 を築 い

て きた ことは 、す ごい。

☆ 日本 人 は働 き者 だなC

ロ サ ッカー の ワー ル ドカ ップ で韓 国 と

仲 良 くで きた。スポー ツ に国境 は な い。

☆韓 国 や朝 鮮 の こ とを もっ と知 りたい 。

◎ 一 小 の 当時 の学 校 日誌
・率 業 アル バ ム

◎ 一 小120周 年 記念 誌
の 中の 記述 ・作 文

◎クラスの児亜の祖父母
からの聞き取り。

@戦 争体験者が持ち寄っ
た当時の写真

◎新しい憲法の話

◎ 新幹 線 の 開通 ・東 京 オ

リン ピ ッ ク ・電 化製 品 の

普及 の 写真

◎2002年 日韓共 催 の

サ ッカー ワー ル ドカ ップ

の 写真

☆評価 とO援
点

○ まわ りの様 子 や 表 情 、 気

持 ちな どに 焦 点 を あ て読 み

取 らせ る。

☆写 真 か ら当 時 の状 況 を読

み取 るこ とが で き る。

(技 ・表)

☆ 戦時 中の 人 々 の 暮 ら しに

関 心 を もつ こ とが で き る。

(関 ・意 ・態)

☆ 戦 争の 悲 惨 さ と平 和 の意

義 に つ い て 考 え る こ とが で

き る。(思 ・判)

☆ 戦 時 中 の 苦 しい 暮 ら しに

つ い て 理解 す る こ とが で き

る。(知 ・理)

☆ 戦 後 の 人 々 の暮 ら しの 変

化 に つ い て 関心 を もつ こ と

が で き る。

(関 ・意 ・態)

⑬ ⑭ これ ま で の学 習 を振 り返

り、 各 自 が調 べ た こと を ま と

め 、紹 介 し合 い 、 お 世BGに な

っ た方 々に 伝 え る。

☆ 当時 の暮 ら しを予想 し、

質 問 の 内容 を考 え るこ とが

で き る。 〔思 ・判)

☆ 課 題 別 の グルー プ で考 え

を ま とめ 、分 類 、整 理す る
こ とが で き る。(技 ・表)

○ 当 時 の 暮 ら しを 知 る 上

で 、 体験 者 の闘 き取 り調 査

が 有 効 で あ る こ とに気付 く

よ うにす る。

○ 日本 が 国際 的 に認 め られ

て い く過 程 を、年 衷 を通 し

てつ か ませ る.特 に 東京 オ

リン ピ ッ クは そ の 代 表 と

して 、注 目させた い。

☆ 戦 後 、a本 が 民 主的 な 国

家 と して 出発 し、 国際 社 会
の 中で 、 重 要な 役 割 を 果 た

して きた こ とが 分か る。

(知 ・理)

学 習 の感 想 「戦争 の話 を 聞 いて」Y児

私 は 、戦争 の ことをお ばあ ち ゃんか ら鮮 しく聞 くの は初 めて だ った。 食 事は 野菜 ば か りで、

疎 開 か ら帰 っ た時 に焼 け 野原 に 大 きな穴 がた くさん あ った と聞 い て び っ く りした。 戦争 は み

ん な を苦 しめ る もの なん だ なあ とい うこ とが よ く分 か った。 戦 争 は 関係 の ない た くさんの 人

を まきそ え にす る。

人 も死 ん で しま うし、絶 対 にや め た ほ うが い い と思 った。 そ れ な の に、 なぜ 、今 で も戦 争

を してい る 国が ある のだ ろ う。

'

(7)考 察
〈教材構成の工夫について>
O教 材構成図を作成することで、社会的事象が精選でき、人々の暮らしを視点にして、戦時中 ・戦後の歴史的事象の意味を
考えることができた。
O身 近な人々や地域の戦争体験者の聞き取り調査をすることにより、本や資料では調べられない暮らしの様子が分かり、戦
争の悲惨さがより実感できた。また、立場や年齢で体験に違いがあることに気付き、多面的に考えることができた。

〈評価 の工夫について〉
○補助簿 には 、発言 の内容 、振 り返 りシー トの記述、提出物 、友達 とのかかわ り、反応な どを記録 した。 学習時にメモ を し

た り、学習後、 ワー クシー トの記述か らポイ ン トを記録 してい くこ とによ り、児童の意欲や思 考、理解 の傾向な どが読み取れた
。Cと 判断 した児童には、その場や学習後に補充的な指 導を行 い、B段 階へ到達で きる よう働 きかけることがで き

た。
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皿 研 究 の まとめ

1研 究 の 成 果

(i)教 材について

0教 材構成図 をもとに教材構成 の工夫 をし、児童 に とらえ させたい社会的事象 を精選す るこ

とによ り、基礎 ・基本 と学習活動 との整合性を図 ることがで きた。 その結果、基礎 ・基本

の定着を図 る指導計画 を作成す るこ とができ、社会的事象の意味を考 える学習を展開す る

ことができた。

0人 々の生 きる姿や願 いの表れた教材、地域のよ さや特色の分か る教材 を選定 し学習活動 に

取 り入れた結果、発表や ワー クシー ト等の記述に人々の工夫や努力 を共感的に理解 し、実

感的に社会的事象の意味を考 える姿が見 られ るよ うになった。

OVTRや 写真、実際 の見学や探検 、ゲス トティーチャー とのかかわ りな ど、体験的な活動

や多様な教材 を学習過程 に適切 に位置付 けたこ とに より、学習へ の関心を高 め、導入 か ら

ま とめまで児童の問題意識 を持続 させ ることができた。

○高学年では、資料 を読み取 る力に大 きな差が出てきている。 そ こで学習過程 ごとに適切な

教材 を選択 ・提示 し、具体か ら抽象へ と段階的に資料の活用能力 を高めるように工夫 を し

た結果、それぞれの児童の考 えを深 めることができた。

(2)評 価について

O社 会的事象の意味 を把握す るために、思考 ・判断 を重点化 した観 点別評価規準表 を作成 し、

内容のま とま りごとに評価 を実施 した ことによ り、児童 の学習状況を把握 し、次の学習へ

の指導 ・支援 に生かす ことができた。

0評 価補助簿 を作成 し、授業時の児童の発言や行動 を記録 に残す ことは、個々の学習状況 を

分析 し、適切 な指導や助言をす る上で有効であった。

○振 り返 りシー トを工夫する ことで、児童一人一人の思考 の流れや変化 を把握す ることがで

きるとともに、児童 自身が 自分の思考の流れや変化を とらえることにも活用す ることがで

きた。

2今 後 の課 題

(1)教 材について

○教材構成図を作成す ることで社会的事象 を精選 し、基礎 ・基本 と学習活動 との整合性 が図

れ 、指導に有効であったので、他の単元 でも教材構成図 を作成 し活用 していきたい。

○学習 の範囲が広が ると、抽象度が高 くなって くるので可能 な限 り社会的事象を実感 できる

よ うな手だてを考えてい く必要が ある。具体物や体験活動 を取 り入れた学習を進めるため

に、 さらに教材開発 を してい く必要がある。

(2)評 価について

○児童 のつぶや きや反応 など、児童 の様子を即時的 に評価す る 「補助簿」の活用については、

その利便性を図るために、よ り一層の工夫が必要である。

○評価 の方法 と して、児童相 互に評価 し合えるよ うに、 さらに検討す る必要がある。
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